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豊 か な 心 を 育 て る 指 導 の 工 夫

一 コミュニケー ション能力を高めることを通 して 一

研究の概要

教育課題 分科会 では、児童 ・生徒が コ ミュニケーシ ョン能力を高 めなが ら豊 かな心 を育

ててい くために、様 々な場面で教師は どの ような指導 の工夫(支 援)を すれ ばよいのか と

い う研究 を行った。

コミュニケーシ ョン能力 を高めるための教 師の支援 図をま とめる とともに、11事 例の

分析 ・考察の結果、① コミュニケー シ ョンの土台 とな る情緒の安定や児童 ・生徒 と教師 の

信頼 関係 の構築が大切 である、② 人 とかかわ りたい とい う意欲が豊かな感情の芽生 えとな

る、③相手 に伝わった とい う喜びが意欲 ・自信 につ なが る、④ 自己決定や言語化が 自己 コ

ン トロール の力 を育む、な どが明 らかにな ってきた。

また、場 に応 じた支援 、継続的な指導 ・支援が適切 に行われ ることが大切で あることが

確認 され た。

1主 題設定の理由

心身障害教 育 において、今まで、「スキル の獲得」の ところに焦 点が行 き、やや もす る と

「心 を育て る」 とい う大 きなね らいが忘 れ られ ているのではないか との反省 か ら、 「豊かな

心 を育てる指導の工夫」を主題 とした。

そ して、研究員のそれ ぞれの学校 で、豊かな心を育て る上での児童 ・生徒 の実態や指導上

の課題 な どを出 し合 った ところ、人 とのコ ミュニケー シ ョンで トラブルを抱 えてい る児童 ・

生徒が多 くお り、コ ミュニケー シ ョンの問題が豊かな心の育成 に大 きくかかわってい ると考

えた。

そ こで今回は、 コ ミュニケーシ ョン能力を高 めることを通 して、豊か な心 を育てるための

指 導の工夫 について研究す ることとした。

ll研 究の方法

1研 究主題の検討

(1)盲 学校 、ろ う学校、知的障害養護 学校 、心身障害学級(知 的障害)の 研 究員 の担 当す る

児童 ・生徒の指導 上の課題を出 し合い、共通す るものを検討 した。

(2)コ ミュニケーシ ョンについて様々な角度 か らの資料 を持 ち寄 り、研究の方向性等共通理

解 を図った。

(3)コ ミュニケー シ ョンについてのキー ワー ドを出 し合い、KJ法 的手法 でま とめ、出 され

た項 目が どのよ うに関連 してい るか検討 し支援 図に した。

(4)研 究主題 である 「豊かな心 を育てる指導の工夫」 にっいて、豊かな心を どうとらえ るか

考察 し、 コミュニケーシ ョン との関係 について も検討 した。

一1一



2事 例 を通 しての研究

研究員の担 当す る児童 ・生徒の指導上問題を抱 えてい る事例 について話 し合い、教 師の支援

は どうあるべきか検討 ・模索 した。 また、事例のそ の後の経過 を追い、児童 ・生徒が どの よう

に変容 したかをま とめた。次 に、個 々の事例を理解す るために支援 図を作成 し、その流れや関

連性 を検討 した。 さらに、研究員各 自が持 ち寄った支援 図を整理 ・分析 し、コ ミュニケー シ ョ

ンの 「支援 図」 として表 し、テーマ との関連につ いても検討 した。

皿 研究内容

1豊 かな心 とは

さまざまな価値観があ る中で 「豊かな心」を定義づけることは難 しい。そ こで豊かな心 の要

素を具体的に思 い描 くことによって 「豊かな心」の形が見えて くるのではないか と考 えた。

豊かな心の要素

0感 受性 …様 々なことに感 じること、好 き、嫌い、きれい、 うれ しい、…

○関係性 …何か を伝 えたい、表現 したい、誰か と関わ りたい、分 か りたい とい う意欲、

0多 様性 …状況 を受け入れ られ る寛容な心 ・思いや り、いやな ことで も我慢す る気持 ち

などが考え られ る。

「喜怒哀楽」 とい う言葉が あるが、物事や人 とのかかわ りでいや な思い を しても、その後の

葛藤の末、分か り合 えて うれ しくなる、 とい うよ うに複雑な感情 が含まれ、それ に至 る過程が

大切で ある。 また、心の持 ち方の最終段階 として豊かな心があ るのではな く、 日常生活の中の

ほんの些細 な出来事の中に、豊かな心 を感 じられ る瞬間もあるだろ うし、そのまた次 の瞬間に

違 う心が顔 を出す こともあるだ ろ う。その ようなほんの些細な心の動 きではあるが、豊かな心

を数多 く見つ けだ し、その都度促 した り誉めた りして気づかせ ることが大切である と考 える。

2豊 かな心 を育て るコミュニケー シ ョン(コ ミュニケー シ ョンの支援図について)

研 究を進 めるための手がか りとして、各 自が担 当す る児童 ・生徒 を念頭 に置 きなが らコ ミ

ュニケーシ ョンに関す るキー ワー ドを出 し合 い、おおよそ次の ようにま とめた。

さらに、これ らの項 目が どの よ うに関連 しあって コ ミュニケーシ ョンが成 り立っているの

児童 ・生徒の内面や

能力に関す るもの

・要求 、情 緒 ・理解 す る力

・伝 えたい気持 ち

・コ ミュニケー シ ョン手段

・自己 コ ン トロー ル

児童生徒を

とりま くもの

・人間関係

・信頼関係

・大人の支持 、支援

コ ミュニ ケー シ ョンの

結 果 として現 れ る もの

・伝 わ る喜 び

・か か わ る、認 め合 う

・成 功体 験 ・失敗 、拒 否

か 、話 し合 い を重 ね 、 コ ミュニ ケー シ ョンの支 援 図 を作 成 した。 コ ミュニ ケ ー シ ョン の意 欲
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と能力 を高 め、人 とのかかわ りを深 めて、豊かな心 を育ててい くためには、 コ ミュニケーシ

ョンの成功体験 を積 み重 ねることが重要 であ るとい う観点 か ら、有効 と思われ る支援(コ ミ

ュニケー シ ョンが行 われ ている現場 での"場 に応 じた支援"と 、 日々の生活場面や学習場面

における"継 続的な支援")は どのよ うな ものか について検討 し、次の よ うにま とめた。

〈コミュニケーシ ョンの支援図〉

・自分 の 思 い を出せ た
。

・相 手 に伝 わ った。

・相 手 の言 った こ とが

わ か った。

i讐L民
、

!励 ま し'一'1/

胚 竺憩と.」

自信獲得、喜び、

意欲の増加

i場 に応 じた 支援 ・

i…騙 「よかったね]・

1隙澆 跨 甑 、!
・ん だ よ」「またや って!

・み よ うね」

1場 に応 じた支援i

!具 体的な助言i

!「もう一度やってごらん」i

!「こうい うふ うにやってごらん」i

l「こう言ってるよji
　 ロ　 　　 ロ　 ロ　 ロ　 コ 　 ロ　 　　 　　 ロ　 じ　 ロ

JL,

/て ＼/7失
,'.V

敗
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・自分 の思 い を出せ なか っ

た。

・相 手 に伝 わ らな か った
。

・相手 の言 った こ とが

わ か らな か っ た。

振 り返 りを促 す
＼」一●!「ど うだ った?」

自信喪失、不安、

意欲の減少

鎧
鎧

場面の設定
単元、教材の工夫

理解力 表現カ

コミュニケーション

/へ ＼手段

環境整備(場 面の構造化)

自己理解

伝えたい

という意欲

。ハ ら

∠_.

i場 に 応 じた 支 援!

1共 感

i「残 念 だ っ た ね 」l

i「 うま くい か な か!

iっ た ねj

i助 言 、励 ま し

i「今 度iさ こ うや つ!

iて 婆 よ つ」「だい じ!

iよ つぶ・で きる よ」1

*1の 矢印 … コミュニケーションが失敗 しても、場に応 じた支援によって成功に変えられる場合

があることを示す。

*2の 矢印 … 場に応じた支援によって 「自信喪失、不安、意欲の減少」が軽減される場合がある

ことを示す。
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3事 例(※11事 例 を考察 したが、 ここに掲載 した6事 例 は プライバ シー保護の ため本質 を

損なわ ない範囲で手を加 えてある。)

(1)人 とのや りと りがおも しろ くな ってきた事例=A(知 的障害養護学校 小学部1年)

ア 概要(状 況 とプロフィール、背景)

入学当初 か ら毎 日、ち ょっと した ことで気に入 らない と、そ のたびに大声 を出す、大泣き

をす る、床 に寝 て駄 々をこね る、物 を投 げる、倒す など、大暴れ が しば らく(長 い ときは30

分 あま り)続 く。性格面ではとて も人懐 っこ く、 自分か ら担任 に要求 を求めて くる ところが

あるが、担任 が応 じられなかった り理解不能だった り、 自分が期待す るものが返ってこなか

った りす るとす ぐに怒 って しま う。注 目喚起傾向が強 く、わ ざわ ざ担任の前へ来て大声 を出

した りひ っく り返 った りす る。情緒的に混乱 してくると家庭で交わ されてい る と思われ るよ

うな流暢 な独言が連続 して口か ら出て くる。 しか し、毎 日登校 を楽 しみに してい る。

Aは 自閉症で、体格 は大 きい方で体力 もあるが、持久力を必要 とす るものはやや苦手であ

る。 コ ミュニケー シ ョン面 では簡単な会話が成立 し、担任 か らの簡単な指示 が通 るが、 ど う

して も自分の要求 をス トレー トに通 さない と我慢 できな くて、一方通行にな りやす い。運動

会 など、大 きい集 団になるほ ど苦手 で、その場か ら逃げ出 したい、壊 したい気持 ちが生ず る。

イ 指導方針 ・方法

この大声、大泣 き、大暴れは、注 目喚起 とい う甘 えの表現の誤 学習 とその結果の満 た され

ない思いか らくる情緒的混乱の悪循環で あると理解 した。 そこで、Aの 相手 との相互 コミュ

ニケー シ ョンの一連 の流れが、そ こに伴 う感 情をエネルギーに しなが ら、主体的 に上手に 自

己コン トロール され、少 しずつスムー ズに流れていけるよ うに指導 ・支援す るこ とを基本 と

した。 その具体策 として、次の よ うに考え、実践 してい った。

①大声、大泣 き、大暴れ な どを起 こすたび に制止 し、周囲 に悪影響 となる場合 には廊下や

別室へ しば らく退場(分 離)さ せ、気持 ちを落着かせ る。→保護空間 での情緒の安定、気分

の転換 。 ② 「自分 だけは特別 」 とい う意識 を低減 させ るため、は ぐらか しは許 さない。 自

分が ど う動 けばいいのか、鏡 に向かって考 えさせ る。→ 自分 との対面、気づき、 フィー ドバ

ック。 ③嫌 な(苦 手な)こ とで もみんなにつ きあった り、一緒 に最後までや って興味関心

の幅 を広げる。 いやいや始めてもそ こでお も しろくなることもある。→我慢、頑張 り。

④ 自由に遊べ る場面では思いっき り楽 しむ。→発散 、伸 びやか さ。 ⑤一緒になって体 を

使 った遊び を して、時 には一緒にお しっこを した り、入浴学習 を した りす るな どで仲 間意識

を育む。→スキ ンシップ、甘え。 ⑥ 良い ことは どん どん誉め、悪い ことには厳 しく接す る

な ど、メ リハ リのあ る接 し方 をす る。→受容 と対決。 ⑦相 手のペースに も合わせ ることを

覚 えるために、友達 と一緒 にす るお手伝い を勧 め るな ど、積極的 に人(と くに互 いに甘 えに

くい子 ども同士の関係 が効果的)と 組ませ る。→対人距離の調整 、協調性。

ウ 指導の経過

〈1学 期〉

後 半ころよ り全般的 に少 しずっ落着いてきて、激 しい情緒的混乱が少 な くなった。Aは 大

,4一



泣 き した時に教室隅 の掃除用具入れに 自分 か ら入 って、扉の隙間か らみんなの様子 を覗いた

りす ることもあった。 しか し周 囲はあえて取 り合わないことに した。少 しず っ学校生活に慣

れ てきた ことと、Aと 力が拮抗 していた児童がお り、その児童の頻繁だった他児へ の噛みつ

きが少 な くなった ことで、今度 は替わ りにAが 担任 の方をち らっ と見てか らわ ざと友達 を噛

も うとす る場面が一 時期見 られ た。

また、これまで膝 までの深 さしか経験 した ことがなかったが、学校 のプールで初めて首 ま

で浸か り、怖 くてまった く声 を出す余裕がな くなった。 そのこ とに よ り、ふだんの注 目喚起

行動が他 学年 の教員に も分か るよ うな り、時には厳 しく接す ることが必要 であることを教員

全体が理解す るよ うになった。

〈つ らいつ らい夏休み 〉

親子はそれ ぞれ の理 由で 「休みはい らない、毎 日学校があれ ばよい」 と思い、学校が始ま

るのを心待ちに していた。Aは とて もエネル ギーがあるので、休 日を家庭 内で過 ごす ことが

なかなか大変で、 とくに長期休業 とな ると親子 ともにつ らかったよ うで ある。

<待 望の2学 期が始 まった>

Aは 機 嫌が よくて毎 日活発に動 き、1学 期 の様子 と異 な り、良い子 になろ うと意識 してい

る。Aは 「じょうず 」 「いい こ」 「ま る」な どと、 自分の行動 につ いて担任 とサイ ンや言葉

での会話 を求 めるよ うにな り、拍 手や頭 を撫 でる仕草な どをよく使 うよ うになった。言葉数

がかな り増 え、発声 も少 しずつ明瞭 にな り、教員 との意志疎通が よくなってきた。 会話 も少

しずっ双方向の部分が多 くな り、情緒的 な表現や 「ないちゃった」な どとかわい く言 うよ う

な場面が よく見 られ るよ うになった。楽 しい時には、 ♪なんだかんだ さけんだって ♪♪あい

して る一 ♪♪あ し一たがある ♪♪チ ュッチ ュッチュチュチ ュサマーパーテ ィー ♪な どをよく

歌 う。それが教員 に受け ると、 とて も うれ しそ うな得意気な表情 にな る。

〈かかわ りを楽 しむ〉

食堂での給食 の片づ けの場面で、担任 がAに トレイの外に 自分で こぼ したものを拾わせ た。

できたの を見て担任 が 「よ し、上手 にできたね。 良い子だ」 とサインを しなが ら言葉 で誉 め

て、頭 を撫で た。 しば らくして担任 がAの 近 くのテーブル の下の ゴ ミを拾 った。 それを見て

いたAが 「じょ うずね」と言って、両手をたたいた。そ こで担任は 「あ りが とう」と言 って、

二人で交互 に誉 めあって、頭 を撫 であった。

さらに数 日後、Aは 自分が飲み残 した牛乳 を他児のスープの中に入れて別 の担任 に叱 られ

た。 でも、ほ とぼ りが冷めない うちにまた、いたず らを していた。そ こへ担任 が戻 ってきた

ので、Aは す ぐにや め、担任 を横 目で見なが ら得意気 な表情で知 らんふ りを していた。担任

か ら 「見てた よ。」 と言われ るが、ニ コニコ。 このよ うな雰囲気 を楽 しめ るよ うになった。

エ ま とめ

甘 えた くて人 に伝 えたい気持ちが強か った ことが要因 とな り、スキル としての コ ミュニケ

ー シ ョン能力 が高ま り、それ によって意志や感情 の疎通が良 くな り、少 しずつ情緒的に安定

していった。や は り自分だけの世界の中ではな く、人 とかかわる中で もっ と伝 えたい、一緒

に遊びたい、楽 しみたい、工夫 したいな どと思 うこ とが心を豊かにす る。 そこに湧 き出て く

る喜怒哀楽な どの感情が、次のコ ミュニケー シ ョンのエネル ギー源 とな るのではないか。
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(2)こ だわ りが改善 され、集団参加がスムーズになった事例:B(小 学校知的障害学級4年)

ア 概要(状 況 とプロフィール、背景)

主な状況は、こだわ りが強 く自分で一度決めると自分の要求が最優先 され 、周囲の状況 に応

じて変更す ることができない。低学年の時 は 「友達 と同 じことをする」ことが こだわ りとな り、

集 団参加 も比較的スムーズであったが、中学年 にな り 「自分のや りたいことをや りたい」気持

ちが強 くな り集団参加が困難 になってきた。特に休み時間に絵 を描 き始めると、授業 が始まっ

て も自分が満足す るまで描 くことをや められず 、制止する と奇声を発 し自分の気持 ちが抑えら

れ なくなる。 「友達 と一緒 に活動 したい」 とい う気持 ちもあるため さらに混乱が大 きくなる。

Bは 自閉症で、コ ミュニケーシ ョン面では簡単な内容な ら相手が話す ことを理解 し会話がで

きる。言語能力 と比較 して記憶力が相対的に優れている。 こだわ りが強 く場所や予定の変更で

不安定にな る。休み時間は一人で絵を描いていることが多 く、友達 とのかかわ りは少 ない。絵

を描 くこと以外に興味 ・関心が他に広 がっていかない。 こだわ りが強 く感情の波が大きいため

指示の出 し方が難 しく、家庭ではBの 要求に合わせた生活が中心 となってい る。

イ 指導方針

「友達 と一緒に活動 したい」「自分のや りたい ことをや りたい」 とい う二つの要求が同時に満

た されないために情緒が不安定にな り不適応行動 が見 られ るよ うになった と理解 した。情緒が

安 定 し周囲の人 と豊かにかかわってい くことができるようにす るため、感情 を自己コン トロー

ル し、状況 に応 じて周囲にあわせて行動で きるように指導 ・支援す ることを基本 とした。その

具体策 として次の ように考 え実践 した。

【好ま しい行動 をパ ター ン化する】

①不安定になった ら別室に連れて行 き、一対一で対応す る。

②落ち着いた ら、 どんな行動を とれば よいかを自分の 口か ら言 わせ る。

③ 自分に都合の よい主張は認めず粘 り強 くかかわる。(譲 らない)

④事前 に何時何分か ら 「朝の会」 を始めるかを話 し、見通 しを持たせ る。

⑤絵を描いてよい時間は 自由に絵 を描かせると共 に、他にも遊びが広がるよ うに働 きか ける。

【自己決定を大切にする】

⑥Bが 絵 を描 くことを続 けていても学級全体は 「朝の会」を始 める。

⑦ 「朝の会」 をBに とって興味ある内容 を取 り入れ参加 したくなるよ うな楽 しい会 にす る。

⑧Bが 騒がないで朝の会に参加できた時は認 め評価す る。

【友達 とのかかわ りを広げる】

⑨交流学級担任 との連携を図 り、交流学級児童 とよ りよいかかわ りが持て るよ うにす る。

⑩交流給食 ではできることは友達 と一緒 にやれ るよ うにする。(特 別扱 いは しない)

ウ 指導の経過

くやめられ ないお絵か きと 「朝の会」〉

初めに、好ま しい行動(「 朝の会を始 めます。」の合 図で絵 を描 くのをや め 自分の席 に着 く)

をパター ン化す るために①～⑤の方法で指導 ・支援 したが、別室に連れて行 くと教室に戻ろ う

と抵抗 し、Bが 絵 を描 くことをや めて片付 けようとす る気持 ちになるまでかな りの時間(3Q～

40分)が かか った。奇声や蹴 るな どの不適応行動が 目立っ よ うにな り、 ちょっと した声かけで
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も過剰反応 し騒 ぐよ うになって しまった。

〈Bの 行動観察〉

・落 ち着いている時は 「も う騒がない
。」 「ちゃん と片付 けよ うね。」な どと言 い、 ど うした ら

よいかはよ く分 かっている。

・「Bち ゃんいい子?」 な どの言葉か ら自分を認 めてもらいたい気持 ちがある
。

・感情のコン トロールができな くなるが
、自分で も大きな声 を出 した くない と思っている。

・友達 と一緒 に勉強 したい とい う気持 ちが強い
。

〈指導 ・支援の再検討〉

指導に関する反省点 としては、①好ま しい行動パ ター ンを定着 させ るために同 じ指導 ・支援

を繰 り返 したが、一向に改善 されず不適応行動が強化 されて しまった。②Bが 興奮 している状

態 の時、冷静 さを失い感情的に声をかけていた場面があったのではないか とい うことが考えら

れた。 そこで、Bの 気持 ちに沿った指導 ・支援の方法を再検討 した。

まず、 自己決定を大切 にすることに視点 をあて⑥～⑧の方法で指導 ・支援 した。Bは 自己主

張が強 くや りたい ことがはっき りしている。無理や りや めさせ るのではな く、絵 を描 くか友達

と一緒に学習す るかを選択できるように した。最初は友達の様子 を気 にしなが ら絵を描いてい

たが、その うち自分で気持 ちの整理 がつ くと「朝の会」に参加す るよ うになった。す ぐ絵を描 く

ことをや めることができず、少 し遅れて 「朝の会」に参加す ることがパ ターン化 して しま うので

はないか とい う心配があった。ア)早く「朝の会」に参加できた時はそれ をきちん と評価す る、イ)

Bが 自分で片付 ける気持 ちになるまで待つ、ウ)Bが 視覚的によく分かる場所で環境を整 え学習

に参加 しやす い状況 を作る等が有効であ り、スムーズに 「朝の会」に参加できるよ うになった。

この ことにより情緒が安定 してきただけでな く、 こだわ りが生活全般 に以前 ほど目立たな くな

った。絵 を描 く時間が短 くな り他 に目を向ける余裕 が出てきた。

〈交流給食〉

さらに、友達 とのかかわ りを広げるために⑨、⑩の方法で指導 ・支援 した。エ ピソー ドとし

ては給食交流の時,Bの 腕が牛乳にぶつかって牛乳が床 にごぼれて しまった。同 じ班の女子が

拭 くのを手伝 ってくれたが、交流学級担任は途中か らBに も拭かせ雑 巾をきれいにすす ぐよう

に言 った。Bは 「も ういい?」 「もう、 きれい?」 と言いなが ら交流学級担任の要求にも応 え

てきれいにすすいだ。その後 「あ りが とう。」 と言 って同 じ班の女子 に雑 巾を返 した。雑巾を

もらった女子 は 「Bち ゃん、かえって雑 巾をきれいに して くれてあ りが とう。」 と言 った。 交

流学級の児童 とかかわる中でコミュニケーシ ョン意欲 が高ま り、人 とのかかわ りが豊かになっ

てきた。

エ ま とめ

障害に応 じた指導 ・支援が大切であるが、児童の実態 によ りその方法は様々である。指導 ・

支援が うま くいかない時、まず、児童 の気持 ちに沿っているか どうかを考える必要がある。B

は 自分がや りたい ことをはっき り主張できる児童であるが、 「そんな ことした ら(一 緒に)で き

ないよね。」 「～ したほ うがいいん じゃない。」等周囲を意識 した言葉が増 えてきた。お互いの

気持ちや意思 を尊重 してかかわ ることで、心に余裕 ができ豊かに育っていくと考えられ る。
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(3)情 緒 を安 定させ、気持ちを外へ出 し始めている事例:C(盲 学校小学部6年)

ア 概要(状 況 とプロフィール、背景)

知的障害の ある視覚障害児(全 盲)。 発声言語は ほとん どない。保護者や教員 の話 してい

ることばはほぼ分かっているよ うで、手 を叩き返事 をす るこ とはできる。 しか し、意思を明

確に表 したものではな く、語 りかけがない と うず くまっていることが多い。慣 れた人以外へ

の関心は薄 く、友達へかかわ りを求 める様子 もまだ少ない。周囲の様子や状況は よく聞いて

い て、気持 ちが 向かない ときは 「しゃがみ込む」 「耳 をふ さぐ」な どの拒否 の態度 をとるこ

とが多い。そ うした場面 では非常に頑 なにな り、それ以上に活動 を強い られ る と奇声 を上げ

「腕 をかむ」 「他人 をっね る」な どの行動 を見せ る。落 ち着いた表情で積極 的に意思 を表出

す るのは音楽が聴 きたい ときや食事 の場面で、手 を叩いた り大人の手を引き寄せた りす る。

Cが うず くまる手段(引 きこも り)を 強 く身 に付 けてきて しまった過程 には、 ことばで表

現で きないことで相手 とスムーズにかかわれず 、人への安心感が十分 に育 っていない ことや 、

人 とかかわるこ と自体か らの逃避(拒 否の姿勢)と も考 えられ る。相手の ことばが分か る一

方で 自分 の意思が伝わ らないこ とは精神的に もイライ ラがっの り、その繰 り返 しは情緒 を不

安定 にさせ 、行動で示 した 自傷 ・他傷行為は更に情緒の不安定を引 き起 こ していると考 えら

れ る。

イ 指導の方針

方針の軸 として 「ことばの表現以外 に も自分の気持 ちは相手に伝わ ること」 また 「正 しい

伝達方法を使 えば相手 と思いを共感 できること」そ して 「相手 との共感 を繰 り返 し体験す る

こ とで人 とのかかわ りが楽 しくなる」の3点 を考えた。その具体策 として次の ように考 え、

実践 した。

① 自分の気持 ちに 自分 自身で気づ けるように情緒を安定 させ る。

②気持 ちを外へ表 出す るよ う促す。 うず くまることは認 めない。

③正 しい意 思表示 を理解 して もらうために、 自傷 ・他傷行為に対 しては厳 しく注意 し、意

思伝達の方法 としては受け入れない。

④一緒 に共感 できるものの中で身振 りサインを使った応答 を促す。

⑤正 しく意思表示 ができ、思いを達成できたことを共に喜ぶ。

⑥気持 ちが分か り合 える、実感 できる体験 を増やす。

ウ 指導の経過

〈5年 生 〉

情緒が不安定 な 日が多 く活動 を しようにも うず くま りを繰 り返 していた。睡眠の リズムの

崩れ も関係 して、いすに座 り続 けている ことが嫌 で、床に寝 て しま う状態になる。担任 が替

わった こともあ り、意思の疎通 を図るまでに時間がかかった。歌遊び ・手遊 びを手がか りと

してCが 担任 を少 しずつ受 け入れ るようになってか ら、 自分か ら担任の手 を握 って くること

が増 えてきた。集団の授 業では一人で集団か ら離れ ていこ うとす る場面が多 くあ り、制止 し

参加 を促 す と腕 を噛んだ り他人 をっねった りしてイライラをつの らせ、 しゃがみ込んで しま

うことの繰 り返 しであった。
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〈6年 生になって 〉

担任 との信頼 関係が築けた頃か ら、 自分の頭 を床 に打ち付 ける自傷行為 がみ られな くなっ

てきた。 周囲の状況や流れ を理解できるよ うになるまでに成長 した と思 われた。その頃か ら

手 ばた き応答 を、問いかけに対 しYesの 時は手をまっす ぐに挙げ る方法 に変 えた。 給食 で

おかわ りの とき教員が 「もっ とおかわ りしたいの?」 と尋ねる と、手を挙 げ答 えるよ うにな

った。手 を挙げる伝達法が成功 した ことを本人が実感で きるよ う、常に教員 はこ とばを添え

なが ら支援 を続 けた。 また、集団の取 り組みの中でCが 逃げ出 した くなる ときは 「気持ちは

分 かるけど今 はだめだ。 ちゃん と一緒にや ろ う」 と呼びかけた。気持 ちは しっか り受け止め

ていることを伝 える と、伝 わった安心感 で今度は教員の ことばを受け止 めるよ うになってき

た。嫌 だか らしゃがみ込む、腕 をかむ とい う行為 は繰 り返 されていたが、それは受 け入れず 、

間違 った表現であるこ とを繰 り返 し指導 してい く うちに、傷つ けた 自分 の腕 を教員に差 し出

す な どの行動 を見せ るよ うになってきた。少 しずつ教員の問いか けに対 して反応 を示す よ う

にな り、人に対 して甘 えも出てきた。 しか し、まだ慣れない人 とのかかわ り合いは築けてい

ない状態であった。

〈友だ ちの存在 に気持 ちが動 き始めた2学 期 〉

落 ち着いて過 ごす 日が続 く中で、一緒 の教室で勉強 している同級生に対す る態度が変わっ

てきた。 自分か ら相手の友達に行動 と してはた らきかけないが、競争 しているかの よ うに椅

子 に座 ろ うと した り、教員に甘えて教員 を引きつけよ うとす る態度が多 くみ られて きた。 あ

る リ トミックの授業 で、その友 だちが しゃがみ込んだまま動 かずに教員 か ら注意 を受けてい

るこ とが あった。 その状況を察 してか、普段 はあま り自分か ら動 こ うとしないCが 、意欲 的

ととれ るほど自分 で腰 をあげた り、足を動 か して取 り組んだ。お互いに幼稚部か ら育ってき

た仲だ が、一方は会話 がで きて、一方は ことばを持 たない。 それ らよ り二人 は教員が仲介 し

て も関係 を築 くことが難 しかった。それ で も相手の存在 は気 になって きたよ うで、教員 を引

きつ けよ うとす る態度 が出てきた。楽 しく友 だちとかかわ るまでには到達 していないが、周

りの友 だちの存在 に気づ くよ うになった ことは、Cが 周囲に関心を持ってきた ことの現れ と

とれ る。 うず くま ることは続 いても、少 しの声かけで活動 に参加で きる場 面が増 えて きた。

エ まとめ

ことばで表現できず 、重要な情報源 とな る視力に も障害があるために、他 人 とのコ ミュニ

ケーシ ョンの確立はCに とって常に課題 となってきている。たった一つの身振 りサイ ンで も

自分か ら伝 え、伝 わ る喜び、そ してその繰 り返 しがいろいろな感情 を芽生え させ 、周囲 にも

注意を引き起 こす力 となってきている。その根底 とな るものは情緒 の安定 と考え られ る。 自

分か ら伝 えたこ との実感や教員 との共感が成功体験 として徐々に蓄積 され、信頼 関係 にもつ

ながってきている。未だに情緒が安定 しない 日は周囲の声 も全 く届 かず、本人のイライ ラも

解消できてはいない。 しか し、以前に比べてはるかにCが 周囲に対 して気持 ちを向け、教員

に伝 えよ うとしてい ることは 日々の学校生活 の場面で増 えてきている。

一9一



(4)小 さな勤 きを見 て取 って共感的支援 を した事例:D(知 的障害養護学校 高等部1年)

ア 概要(状 況 とプロフィール 、背景)

この学校 の高等部では、重度重複学級 を置いている。活動の基本 は学部縦割 り授業 と学年

の授業であるが、 ここ数年少人数学級 の重度化が進 み全介助で、歩行 はでき るが～人歩行 に

安全確保 の必要 な生徒 が入学 して きたので、今年 か ら時間割の中に帯 で 「自立活動」 を取 り

入れ ることになった。内容 は生徒一人一人 に合わせ た体力作 り ・身体の リラ ックス等で ある。

この よ うな状況の中でDは 、本校中学部か ら今年4月 に入学 してきた。Dの 個別指導計画 は

以下の通 りで ある。

個別指導計画と記録 記入者名
学年 ク ラス 生 徒 氏 名 生年月日 初期作成年月 日
高1 D 象 零 象 零

主障害 健康状態1て んかん 愛の手帳 二2度
項 目 実 態 目 標 方 法

登校 ・下校 ス クー ル バ ス利 用 。 バスの乗降時にステップを意識 ステップを意識 して見るよう
バス停までは保護者が自家用 して安全に乗降する。 に声 をか け る。

日

常 歩署 欝 墾羅捷秘で粥 難 な場所を一人で歩く。 百努 のペースで一人歩行那続
生 時は常に教員がいて安全を確 くよ うに励 ま す 。
活

表服あ署暁…纏 房=餐鋸絵 芥助芳砿・の 礪 のよいときば補筋莇作を献'ズ 蕊 ジーをはくときテーヲルに
実 要。体調のよいときは足を上 実に行 うようにする。1手 をついて足を片方ずつ上げ
態 げるな どの補助動作ができ iる よ うにす る。

ゑ ～

食事
「要 芥既'一葎 調 の よい とき はス

プーン等にのせると自分で口 口 に運 ぶ よ うにす る。

スヲニフ奪にのった物を百秀で 蚕物1を百に蓮ぴ驚 しマまヨτど

iスプ ー ン を置 い た りす る。
に運 ぶ 。 1

活での笹舐 な行勉
.人や物に対する興味の範囲県蟹 、設矩された課題に寿しそ気痔ちを両げそ買ると芝嶽難LT{力轍 葺み働ぎが
けや補助によって活動できる。

・体調の良いときは本人の気に入っている教具を利用 して一人で遊んでいる。いろいろな物を引っ張 り出しては床
に捨てるという遊びが主である。

:騰 蒙栗魏 船 釜 議 茎講 擾 章霧 ゑと階段の昇降等自分の力が出しやすレ㌔

i蒲 署 との関係をしっ詩 繋 鱒 と獄 拠 ること
2. 体 力 を つ け る。
3. 近いところの見通 しを持つ。
4. 視覚、聴覚、触覚、嗅覚など感覚機能の働きを豊かにする.

,基本的な指導方針.了丁一第三著が体調あ食L悪 しを
見分けられるようになす蒙庭芝連紹を敢げながち健康面ぞあ様事を把擾できるま

うにな る。

2.体 調の良い目は積極的に歩行を行い体力をつけていく。

珪:鶴托 霧 騰 響 轟 綴 鶴 笛難 慧 鞭 翻 聯 弛くさん敢,入れ。.

Dの 主障 害はてんかんだが、発作が あるため、歩行 はでき るが常 に教員が安全確保 をす る

必要があ る。発 声はあるが言葉はな く、何か を自分 か ら発信す ることが極 めて少ない。生理

的な もの も発信 と捉 えるこ とが多い。

イ 指導方針

コ ミュニケーシ ョンの成功体験 〈期待 していた反応が返って きた ・欲 しい ものが手に入 っ

た ・困難 な状況が改善 され た等の経 験〉 を増や して、人や もの とかかわるこ との意欲 を高め

るために共感 的理解 を大切 にす る指 導方針 を立てた。

① コ ミュニケーシ ョンを引き出す ために

・伝 わった ことを実感す る

発信 する ことで相手の反応 を得 ることが出来 て、 コ ミュニケー シ ョンをとる ことが楽
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しい、便利な どの経験 をする。

・生徒か らの発信 を見のが さない

偶発的 に起 こす 主体的行動 を指導のチャンスにす る。

・生徒の視線に立って共感 的に見つめる
。

生徒の行動 を肯定的 に見つ め必要な支援 をす る。

② コミュニ ケーシ ョンの方法

・身振 り、手振 り、顔の表情。

・発達上 よ り初期 の発信
、生理的変化。

・偶発的 に示す主体的な行動
。

・その他、様 々な形で発信 してい る意思や感情 、その時の気分等。

ウ 指導の経過

入 学 して以 来試行錯誤 の 日々が続いた。 日常的に行い始めたコ ミュニケー シ ョンは、 「行

くよ」 と言 って右手 を差 し出す と左手を少 し動か した り、調子 の良い 日はこち らの右手を し

っか り握 り返 して くるとい うものだったが、入学 して1ヶ 月程たった頃に以下の よ うな様子

が見 られ た。

<左 手がかすか にあが った>

Dは 更衣 を済 ませて2階 の更衣 室か ら3階 の教室に上がる ときに、階段 とエ レベ ーターが

ある場所 で、つないでいる手 を振 りほ どいてエ レベーターの方向に向かってい くことが多い

ことに気づ いた。そ こで、エ レベー ターに向か うDを 止 めて、エ レベー ターに乗 りたいか ど

うか尋ね、 「エ レベー ターに乗 りたい」 とい う意思 を示 した ときには一人 で歩 いて乗 るよ う

に して、 自分の意思が伝 わった ことを実感 できるよ うに した。伝わ った ことで達成感が持て

ることが次へのステ ップに とって大切だ と感 じてい るか らで ある。エ レベーターを降 りて教

室に向か うときに 「行 くよ」 と右手 を差 し出す と、その 日としては初 めて左 手を少 し上げ る

ことがあ り、伝わったこ とで達成感 を持てたかなと感 じる瞬間であった。

〈ベンチに 向か って歩 いた 〉

秋 にな り、運動会練習が多 くなる と、Dは 体力的に疲れて しま うこ とがあった。その よ う

な ときにグラン ドでベ ンチ に向かって歩 くことがあった。 しか し、一人で座 るこ とはまだ難

しいので、ベ ンチの側 でベ ンチの背 もたれ を触 っていた。担任 としては授業時 間内は頑張っ

て欲 しい気持 ちもあったが、座 りたいか どうか尋ねて意思 を確認 してか らベ ンチで休む よ う

に した。Dは 数分休む と自分で立 ち上が り練習 に参加す ることがで きた。休憩 を取 った こと

で力を取 り戻 して積極的 に練習 に参加できたこ とが担任 として嬉 しか った。

エ まとめ

①発信 を見逃 さないよ うにす ることでいろいろな発信 を していることに気づ いた。

②Dが 自分の伝 えたいことが伝わ った とい う達成感 を持つ ことは、 自分へ の 自信 にっなが

り、次の発信への意欲につなが ることが分かった。

③Dの 発信 を受信す ることで、Dと 担任 との信頼関係が深 ま り、それ以後の指導がスムー

ズに進 む よ うにな った。
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(5)自 信 を失 った生徒 に自信 をつけさせよ うと した事例:E(知 的障害養護学校高等部1年)

ア 概要(状 況 とプロフィール、背景)

Eは 、小学校 で通常の学級 に入学、その後心身障害学級へ移籍 してい る。 また、 中学校入

学時 も養護学校 を勧め られ たが、心身障害学級に入学す るな ど学力的に多少無理 を しなが ら

教育を受 けてきた よ うである。基本的な身辺 自立はできてお り、自己の願望 も しっか り持ち、

家の手伝 いな どできることも多か ったが、思春期 を迎 え精神的 に不安定になる と、 できない

こ とへの コンプ レックスや新 しい ことか らの逃避 が 目立 ち始めた。簡単な会話 をす るカは持

ってい るが、発音 が不明瞭なため伝わ らない ことが しば しばあ り、 コ ミュニケー シ ョンを通

してい ろいろな問題 を解決することができなかったよ うである。

高等部に入学 してか らもその状況にあま り変わ りはない。 ただ、 クラスの友達や教員 に対

してコ ミュニケー シ ョンを取 りたい気持 ちは強 くあ り、 自分のCDや 文房 具を見せ ては注意

を引こ うとしている。 しか し、会話をす るまでの意欲はな く、思 うよ うに コミュニケー シ ョ

ンが取れない時は、相手 をくす ぐった り叩いた りして注意 を引こ うとす るため友達 か ら反発

を受 けることが多い。

学習に対 しては、音楽な ど得意 と していること以外取 り組み は悪 く、気持 ちが不安定な時

や、 自分にはできないと決めて しまった時 は、授業中な にも しないで終わって しま うことが

ある。また、できるこ とで も取 り組むまでに時間がかか ることが多 く、促 され た りす る と逆

に気持 ちが不安 定にな り自傷行為 を行 うことが ある。ただ、や らな くてはいけない と思 う気

持 ちはあ り、 うま く参加 できなっかた授業 のことは気 に していて、次 に しっか り取 り組 める

場合 もある。 しか し、それはEに とってのス トレスにもなっているよ うであ る。

イ 指導方針

Eの 場合、いろいろなことに対す る自信 の無 さ、そ してそれ らを解決す るための コミュニ

ケーシ ョンカの不足 、 この二つが 日常生活の中での トラブル を引き起 こした り、 よ り豊 かな

生活へ の膨 らみ を妨 げた りしている原因 と考 え られ る。 そこで指導方針 として、

① 日常生活や学習の場 面でEが 自信 を持って行動できる場面 を増やす。

② 正 しいコ ミュニケーシ ョンの しかたを理解 した り実践 した りできるよ うな場面 を増やす。

③でき る課題 に対 しては、時間がかかって も自分 の力で解決す るよ うに させ る。

の3点 を設 定 した。楽 しい と思 える ことや これな らできる と思 える課題 を通 して 自信 をつけ

ていき、それ がコ ミュニケー シ ョンへ の意欲 につ ながれ ば よいと考え る。

ウ 指導の経過

くクラス企画による小学部 との遊びの会>

Eの 所属す るクラスには、友 だちとの会話がスムー ズに行 えなかった り、言葉遣いが悪か

った りと、人 との コミュニケーシ ョンに問題 を抱えている生徒 がEの 他 にも多 くいた。

そ こで、相手に対 して思いや りを持 った態度や言葉 かけができるよ うにとい うこ とでホー

ムルー ムで話 し合 った。そ して、それ らを実践す るために生徒 自らが企画運営 しなが ら小学

部6年 の児童 と遊 びの会 を行 うこ ととなった。寸劇や ゲーム、懇談 を自分たちよ り年 下の小

学生を対象 に企画す る とあって年長者 と しての意識 を しっか り持つ とい うクラスの雰囲気が

高まっていった。 そんな中でEも 遊びの会への準備 に積極的に取 り組む よ うにな り、役割的
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にも重要な部分 を担 うことができるよ うになった。 当 日は、Eの 担当す る小学部の児童に対

して普段 クラスの友 だちには見せない ような丁寧 な接 し方や言葉かけを行 うこ とがで き、 自

分 の役割 もこな しなが ら会を盛 り上げる ことができた。

<得 意 なはずだ った太鼓>

Eは 、音楽が とて も好 きな教科で中で も太鼓を一番得意 としていた。 そ こで、高等部の生

徒が 自分達の希 望で集 まるサー クル活 動には、和太鼓サー クル を選んだ。和太鼓サー クル で

は、一つのお唯 子をみんなで叩 くとい う活動 をしている。決 め られたい くつかの拍子があ り

それ を覚 えてみんな と一緒に叩 くわけだが、 うま く叩ける生徒 もそ うでない生徒 も楽 しみな

が らみんなで叩 こうとい う雰囲気で行 われ ていた。 しか し、Eに は、周 りに合わせな けれ ば

な らない とい う気持 ちが強 くあ り、それ がス トレス となって、次第に見ているだ けで叩かな

いよ うな状況になって しまった。Eの 得意 としていた太鼓は、周 りと合 わせ なが ら叩 く太鼓

ではな く、一人 で気持 ちよく叩きなが ら演奏するこ とだったよ うである。 しか し、サー クル

の活動 を経験す る中で、間違 って も楽 しく叩いている他の生徒の存在 がわかって きたのか、

次第 に教員の声 かけでみんなの中に入 り自分か ら叩 く姿が見 られ るようになって きた。

<楽 しい夏休み と運動会>

Eは 、入学時 か らの1学 期 間でいろいろなス トレスを感 じた よ うである。また、それ が原

因 と思われ る トラブル も増 えてきた。 も ともと発語が不明瞭 で会話 が苦手 なため、それ らの

負担 を表現す るコ ミュニケー シ ョンを うまく取れ なか った と考 えられ る。そ こで、夏休み 中

の過 ご し方 として、 ス トレスの一つである勉強のこ とは、Eに 意識 させ ない よ うにす る、旅

行な ど楽 しい経験 をた くさんす る中で家族 との コミュニケー シ ョンをたくさん取 るよ うにす

る、 とい うことを保護者 との話 し合 いで確認 した。す ると、Eも ス トレスを感 じないですん

だのか、調子 よ く夏休みの生活 を送 るこ とができた との ことだった。

2学 期に入 ってか らもよい状態は続 き、机 に座 って学習す るよ うな苦手な場面で さえ も比

較的スムーズに参加で きるよ うになった。またそ のころ、運動会に向けての練習が行 われ る

よ うにな り、身体 を動か し表現す ることが好きなEは 、学校生活へ の興味が増 し、それ を伝

えるための会話 が増 えた り、友だちへ のかかわ りが増 えた りとコ ミュニケー シ ョンを 自分か

らとることが増 えてい った。

その後、運動会 も終わ り、机 に座 っての学習場面 も増えたが、時折落 ち込む ことはあるも

のの、以前に比べ立 ち直 りも早 く活動 にスムーズに参加 できるよ うになった。

エ まとめ

い ろい ろな面で伸び悩んでいるEで はあるが、能力 に根本的な問題 があるわ けではな く、

今 まで積み重なってきた 自信 の無 さが様 々な場面において影響 を及 ぼ していると思われ る。

気持 ちの部分 はなかなか改善をみ るのが難 しいが、友達や教員 との正 しいコ ミュニケーシ ョ

ンの方法 を地道 に身 につける ことや 、Eが 取 り組みやすい活動や受 け入れやすい支援 の場面

を教員が設 定す る中で逃避や拒絶 といった ことを減 らし、 自信 を持 って取 り組 める ことを増

や していけれ ば と考 える。
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(6)自 分の気持ちをコ ン トロール しようとする事例:F(知 的障害養護学校高等部2年)

ア 概 要(状 況 とプロフィール 、背景)

通常の小学校、 中学校 を卒業 し、本校高等部に入学 して きた。行動特徴 としては、

①友だ ちと話 そ うとしない:自 分の言 ってい ることを理解 され ないのではないか と思 って

い るよ うで、 自分か ら友だち とかかわろ うとしない。大人が仲介す ると、 自分 の好 きな

質問(「 どんな車が好 きか…」)を 友 だちに質 問す るよ うになって きた。 大人へ のかか

わ りは積極的 である。

②裏声 を使 って話 をす る:普 通 の低い声を出そ うと思 えば出 るのだが、普段は裏声(高 い

声)を 使 っている。

③ キャラクターへ の こだわ り:日 記、美術 の絵、感想 文のカッ トな ど、あ らゆる絵 を描 く

場面で決まったキャラクター が出て くる。

④粗暴 にな ることがある:友 だちに何か悪 口を言われ た り、なにか嫌 なこ とをされ ると、

本人 に仕返 しをす ることや 窓ガラスを割 るなどの暴力的 な行為が見 られ る。

⑤協調性 が十分 に育っていない:掃 除な どを積極 的に行 っているが、周 りと協調 しなが ら

活動す ることが苦手 であ る。

イ 指導の方針

自分の声の こと、勉強が思 うようにで きないことな ど、 自分 に対 してかな りコンプ レック

スを持 ってい る。 自分がな りたい と思 う青年をいつ も決まったキャラクター に して描 くこと

も、その表れのひ とつ と考 えた。勉強面で言えば、答えを間違 えて しま うことを極端に嫌 が

り、解答集 を見てで も正解 を書きたい と思っている。

このよ うに、 自分が コンプ レックスを感 じていることに対 して、何か言 われ た り、できな

い と感 じた りす ることで、粗暴な行動 にで ることが多いのではないか と思われ る。

そ こで指導方針 と して、① 自信を持 って行動できる場面を増やす、② 自分の気持 ちをコン

トロール し、 い らい らしても自己抑制 できるよ うになる、の2点 を挙げた。 その際 、普通の

低 い声 で話す ことや 自分の気持 ちを表現で きるよ うにな るな ど、今 まで 自分 にはできない と

思っていた ことが できるよ うにな ることで、粗暴な行動 も納まって くるのではないか と考え

た。

ウ 指導の経過

く友だち との トラブル>

Fの 声が高い ことか ら、GはFの ことを 「Fっ て、OO(高 い声を出す キャラクター)の

声 に似てい る!」 と言 っていた。Gと しては相手にコ ミュニケー シ ョンを求 めている一つの

手段で あったが、Fは コンプ レックスに思っている点を言 われているため抵抗感 があった。

いつ しか2人 のや りとりはエスカ レー トし、GもFを 見 ると 「○○」 と言 い、小 さな衝突

が頻繁 にな った。Fは イライ ラす ることが多 くな り、相 手の机 を蹴 った り、時には相 手を蹴

った りも した。 それ を教師に静止 され ると壁 を蹴 った り、 自分のプ リン トを くしゃく しゃに

した りした。

Gに 指導す る とともに、Fに は 「どんなに腹が立って も粗暴 な行動はいけない」 とい う指

導方針の もと、悔 しい気持 ちは言葉 で表現す るよ うに指導 した。 しば らくは短絡的に粗暴 な
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行動 に出 ていたが 、「や め ろ!」 「うるさいな あ!」 等 と言葉 で言 い返す 面 も見 られ る よ

うにな った。

ある 日、休み時 間にまたGが か らか った ことでFが 粗暴 な行動に出た。Gを 蹴 ろ うとし、

また美 術の展示作 品を破 いて しまった。か けつけた担任 がFに 事情 を聞 くと、「相手が昨 日

もプール で○○ って言 って、今 日は学校 に来なけれ ばいい と言 ったか ら…」 といった理由 を

述べ るこ とがで きた。粗暴な行動は許 され るものでは ないが、理 由を言葉 で表現で きた こと

は、 自己 コン トロールす るカを育て る上では一つの進歩 と捉えた。

それ以降 、担任 も生徒 同士が2人 き りにな らない よ うに配慮 したが、F自 身がGと な る

べ く接 点を持 たないよ うに、下校時間をず らすな ど工夫す るようになった。 そのため、放課

後は15分 程度計算練習 を行 うこ とと した。解 けない課題 でや り直 しを しよ うとす ると、 「あ

一 あ
、俺 できないなあ…」 「これ またや り直 しか…」等 と、 い らい らしている様子が見 られ

る。 そん な時 に 、「あれ?い らい らしてい るん じゃない?」 と声 をか ける と、 「あ っ、済み

ません。い らい らしません。」 と自己コン トロールで きるよ うにな ってきた。

一方でい らい ら している時はかえって大きな普通の声 で叫ぶ ことがある
。そ のよ うな時に、

「F、 大人の声で話 してい るね。」 と教師が肯定的に評価 した り、周囲 の友達 か ら 「F、 普

通 の声だね」と言 われた りす るこ とで、本人にフィー ドバ ックされ ることが多 くなってきた。

〈転換期 〉

運動会 でFは 各種 目紹介 をす るアナ ウンスを行 った。練習段階では、原稿が長 い こともあ

り、Fは 自信がな くいつ も裏声で原稿 を読んでいた。担 当教員の配慮 で原稿 量 を少 な くし、

全部平仮名 だった原 稿 を漢字 にル ビを振 った ものに換 えた。そ して大 きな声を出す ために、10

mほ ど離れ た担 当教員 に向かって原稿 を読む練習 を行 った。小 さな声でぼそぼそ言っていた

Fだ ったが、周囲か ら 「聞 こえない」 と言われ たことにいい意味で腹 を立て、叫ぶ よ うな声

で原稿 を読んだ。それが低い普通の声で言 えたため係 りの中での評価 が とても良かった。学

級で も原稿 を暗記す るくらいに繰 り返 し読んだこ ともあ り、Fも アナ ウンスに対 して 自信 を

持つ よ うになった。そ して運動会 当日は低い普通 の声でアナ ウンス をす るこ とがで きた。

エ ま とめ

運動会後の感想 文で 「普通の声でできた…」 と述べてい るよ うに、本 人に とって も 「自分

を変 える」 よい機会 になった。 それ以降 、色々な場面で普通の声で話ができるよ うになって

きている。朝の会の司会や授業の時の号令 など、ある程度言葉 の内容が決 まってお り、今 ま

で繰 り返 し練習 してきた内容なので、 自信 を持 って言 えたのではないだ ろ うか。

本人が コンプ レソクスに感 じている 「声」 については、少 しずつ ではあるが変化 が見 られ

てきた。本人が少 しず っ 自信 を持 っていけるよ うになったことで、 クラスの中で も友達に、

車以外 の話題 も持 ちかけることができるよ うになってきた。

「なぜ い らい らしているのか」 「どう行動すべ きなのか」 を言葉 で考 えるよ うになること

で、短絡的 な粗暴な行動 は収まる と考 えられ るが、この点につ いては今後 も継続 した指導が

必要である。また、本 人がその ような場面をあ らか じめ予測 して避 けるよ うになった ことは、

自ら トラブル を避 けよ うとす る姿勢 と して評価 したい。
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N研 究の成果と今後の課題

本研究 を通 して、私 たちは、 自分達 の実践(事 例)を 研 究す る ことで 日々の実践 を振 り返 る

ことがで きた。児童 ・生徒 と共に生活 し、教育 してい ることの大切 さを改 めて確か めた り、 さ

らに 自分 自身の視 野を拡 げた りす る機会 ともなった。 以下に具体的な成果 と課題 を述べ る。

1教 師の適切な支援 ・評価が基本である

個々の児童 ・生徒の実践を的確 に捉 えること、 日常生活 における何気ない児童 ・生徒の表現

にも注 目 し、適切 に支援、評価 してい くことの大切 さを改 めて確認 した。 また、 日々のそ うし

た実践の積み重ねが、豊かな心を育む ことにつ ながる とい うことを確 かめ られ、実践 の大切 さ

を改 めて確認 できた。(6っ の事例に共通)

2コ ミュニケー シ ョンの土台 となる情緒 の安定や児童 ・生徒 と教師の信頼関係の構築 が大切

で ある(事 例1、 事例3、 事例4)

児童 ・生徒が安 心 して 日常生活 を過 ご し、コ ミュニケーシ ョンの力を高めて ゆくた めの土台

は、児童 ・生徒の情緒 の安定である。そのためには、児童 ・生徒 と教師の信頼関係 、人間関係

が大切で あることも再確認 した。

3人 とかかわ りたい とい う意欲が豊 かな感情の芽生 えとな る(事 例1、 事例2、 事例3)

人 とかかわるこ とが苦手な児童 ・生徒 も多い。特 に 自閉症の ように障害の特性 か らきてい る

こともある。 しか し、教師の様 々な働 きかけで、人に対す る関心やか かわ りたい とい う意欲が

高まって くる と、児童 ・生徒 の内面 に様 々な感情が芽生えて くることが分かった。

4相 手に伝わ ったという喜 びが意欲 ・自信に つなが る(事 例3、 事例4、 事例5、 事例6)

言葉 に して も表情 に しても、ある思いが周囲 の人 に伝 わる ことは喜 びであ り、受 け止めて く

れる人 、共感 して くれ る人がいる とい うことが、さらに伝 えたいとい う意欲や 自信 につながる。

また、小 さな発信 を見落 とさない教師の感受性 が必要で ある。

5自 己決定や言語化が自己コン トロールのカを育 む(事 例1、 事例2、 事例6)

自分 を振 り返 ること、特に言葉で考えるこ とが、 自己コン トロール を促 す といえる。反省 を

強い るとい うより、 自己決定 した り自分の状態 を客槻 的に振 り返 った りす ることによる気づ き

が大切であ る。

6今 後の課 題 ・… 実践の中か ら生まれ た支援図

研究内容の一つであるコ ミュニケー シ ョンの支援図は、研 究員が 日々実践 してい る中で困っ

ている、なん とか成 功 させ たい、 ど うした らいいのか分か らないな どとい う事例研究の中か ら

できあがった もので ある。各研究員が、 自分の支援 の仕方、指導 内容 を振 り返 り、そ の レパー

トリーを広 げるのに役立 った。 しか し、 この支援図はあ くまで も一例で あ り、今後各 自が活用

し、修正を加 えよ りよい ものに していきたい と考 える。
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豊かな心と体をはぐくむ「身体を動かす活動」の工夫

研究の概要

教科 ・領域分科会 では、児童 ・生徒 が楽 しく明るい生活 を営むために、 「人 とかかわ り

合 う力を高 めるこ と」、 「運動機能 、動 作性 の向上を図 ること」、 「主体性 ・意欲 な どを高

めるこ と」な どが大切であ ると考 え、心 と体の両面か ら健 全育成を図る指導の必要性 を共

通 の課題 として、『身体 を動かす活動』 の指導場面 において、児童 ・生徒 がこれ らの力 を

高めるために より効果があ る 「指導の工夫」 を研究す ることとした。

まず、各研 究員の 「身体 を動かす活動」の実践事例 か ら指導の工夫の現状 と課題 を把握

した。その上で、体育 、 自立活動 、 日常生活 の指導 ごとに研 究グループを作 り、指導の工

夫項 目の内容 を検討 した結果、16項 目にま とめ ることができた。

次に、体育、 自立活動 、 日常生活 の指導 のグループ ごとに1～2の 単元 を設定 し、 「指

導の工夫の16項 目」 の観点を踏 まえて、複数回の研究授 業を行った。

その結果、 「指 導め工夫 の16項 目」は 『身体を動 かす活動』 を指導す るために重要で

あ ることが分か った。 さらに、3つ の指導場面では 「指導の工夫項 目」の重点 の置 き方が

それぞれ異 なることも明 らかになった。

『身体を動 かす活動』にお いて、児童 ・生徒 の実態や指導課題 に応 じた工夫を吟味 して

取 り入れ る ことは、児童 ・生徒が進 んで心身の健康 を図ろ うとす る能力や態度 を養 うこと

がで きた り、 自らの生活 に積極的に取 り組 む ことにつながると考 え られ る。

1主 題 設 定 の 理 由

教科 ・領域分科会 では、児童 ・生徒の実態 や指導上 の課題 を話 し合 った結果 、『コ ミュニケ

ーシ ョン能力や人 とかかわ り合 う力 を高める指導』、『運動機 能、動作性 の向上を図 るた めの

指導』、『主体性 、集団参加等 の社会性 を育て る指 導』、『家庭生活や 卒業後 の社 会生活 を視野

に入れ 、「生きるカ」 「豊 かな生活」をは ぐくむ ための指導』な どの在 り方 が出された。

その中で、 「日常的 な運動量が少 なく体力がない。」 「身体機能 の未発 達 と発達 のアンバ ラン

スが あ り、身辺 自立が難 しい。」 「楽 しく身体 を動 かす とい う体験が少 な く、進 んで身体 を動

かそ うとしない。」 「友達 同士で思い き り体 を動か し遊 んだ り、運動す る経験 が少 ない。」 「ル

ールがわか らず、集団 での活動 を楽 しめない。」等の課題 が、多様な学校種別 を越 えた共通の

もの として認識 された。

また、児童 ・生徒 が心身 ともに健康で、人や物に積極的にかかわっていこ うとす る生活 を送

るための基礎 的な健康や体力をは ぐくむ ことが極めて重要であること、そ して、それ らを指導

す る上で は、児童 ・生徒 の学習内容やね らいの設定、学習形態や指導体制 など、様 々な工夫が

必要 であることが改 めて明 らかになった。

そ こで、共通の課題 とす る場面を、健康の保持増進や運動技能や体力の向上 を 目指す 運動や

スポー ツだけでな く、広 く 「身体を動かす活動」 として、生活の向上 を目指す活動 と して とら

えた。 さらに、 「身体 を動 かす活動」 を通 した心の解放や意欲 の向上 ・社 会性 の獲得 ・コミュ
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ニケーシ ョン能力の向上 などの面か ら、心 と体 を一体 として とらえ、教科 ・領域を含めた教育

活動全体 を通 して心身の健全育成を図 り、楽 しく明 るい生活 を営む力 をは ぐくむ ことが、児童

・生徒に とって大切 であると考えた。

以上の ことか ら、本分科会では、研究 主題 を 『豊 かな心 と体 をは ぐくむ 「身体 を動かす活動」

の工夫』 と設定 して、 「教科 ・領域」にお ける授 業改善 を図ってい くこ ととした。

皿 研 究 の 目的 ・方 法 ・内 容

1研 究の 目的

教科 ・領域分科会 では、障害のある児童 ・生徒 が 自ら楽 しく身体を動か して、達成感 を感

じなが ら、本来備 えている力 を十分に発揮す るとともに、学校生活の中で、 自信 を もってで

きることを増や し、豊かな心 と体 をは ぐくむ ことができるためには、実際 の授業で どのよ う

な指導 が望 ま しいか実践的に探究する ことに した。

そ の指導 として、「人 とかかわ り合 うカ を高める指導」、 「運動機 能 と動 作性 の向上 を図 る

指導」(ボ デ ィイ メー ジ(注1)・ ボデ ィシェマ(注2)、 ソーシャルスキル(注3)の 獲得 にむ けて)、

「課題 に集 中 し、 自ら楽 しんで活動す る力を育て る指導」な どの具体的な工夫 を考 えること

が大切である と考 えた。

この ことか ら、「身体 を動かす活動 の工夫」 を研 究主題 に設定 し、体育 ・自立活動 ・日常

生活 の指導の3つ の教科等や指導の形態 か ら、指導の工夫を考察す る と同時に、家庭 との連

携や 、将来の社会参加 を視野に入れた指導の在 り方 を含 め、実践的な方策 を考察す るこ とと

した。

(注1)ボ デ ィイメージ … 「身体像」、 自己の身体の全体ない しは各部分 に関す る意識的 な

概念の こと。身体の各部が どこにあることが分 かるのは、身体像の働 きに よるもの。

(注2)ボ デ ィシェマ … 「身体図式」、各人が自己の身体にっいて もつ空間像の こと。 日常

的 な運動の時、特に意識せず とも適切 に体を動か し、バ ランスを保つ こと等に働 く。

(注3)ソ ーシャル スキル … 他者 とのかかわ りの 中で、 自分の行動 を調整 し他者 に影響 を

与えつつ 、社会的 に適応 してい くため望ま しい行動 を とることがで きる技能 である。

2研 究の方法

(1)指 導上の課題や 、児童 ・生徒の実態把握 ・分析 を行 う中で共通の課題 を

研 究の方向性 探 っていった。その中で,身 体を動 かす指導 を工夫 して行 うことの大切 さ

の検討 が共通 に確認 された。

「身体 を動 かす活動」 について、各研 究員の所属校 の実践例 を報告 しあ

い、そ こに見 られ る指導の工夫の現状 と課題 を洗い出 した。
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(3)

指導 の工夫

の項 目化

(4)

グループ

ごとの研究

各研 究員が身体を動 かす指導の具体的な事例 の中か ら、2っ の事例 を取

り上げて先行研究授業 を行 う中で、いくつかの工夫項 目が挙げ られた。

そ の指導項 目をも とに再び各 自の指 導に生か し、指導 の工夫 の項 目を検

討 した。

(5)

考 察

研究員の所属校種や学部 ・対象年齢が多岐 にわたってい るために、身体

を動 かす指導の工夫が行 われている共通の教育活動 として は、体育 ・自立

活動 ・日常生活の指導の3つ の教科等や指導の形態が挙げ られた。

この3っ 教科等や指導 の形態 か ら体育1、 体育H、 自立活 動、 日常生活

の指導 の4つ の学習場面(単 元)を 設 定 し、一つの単元の中に、複数 回の

研究授業、研究協議 を各 グループ ごとに行 った。

そ して、指導 の工夫 の検討 を重ね、 「指導の 工夫 の16項 目」 を、 よ

り多 くの指導場面か ら考察 した。

さらに、項 目とした工夫の一つ一つ に対 して考察 を行い、実際 の授業

で生かせ るもので あるか どうか検討 していった。

(6)

ま とめ と課 題

の検討

事例 を通 し、家庭 との連携 、フィー ドバ ック機能、他教科等 との連携

等 も考慮に入れ なが ら、まとめ と考察を行 っていった。

《体育グループ》 《自立活動グループ》 《日常生活グループ》
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皿 指 導 の 工 夫 項 目 に つ い て

本分科会では、指導 の工夫項 目の内容 を吟味 し、その観点 とともに以下に示す16項 目に

整理 した。

各項 目はすべての学習場面に反映 され るべ きものであるが、項 目によっては児童 ・生徒 の

実態 、教科 ・領域 、指導 の形態等 によ り重点的な課題 として扱 われ るものであった り、具体

的な展開 に表れ ない場合があった りす るこ とも合 わせ て確認 された。

○実態把握

[内容]医 学的 な側面や環境的な側面 を含 めた全体像 の把握の工夫

運動機能や学習 の到達度な どの発 達的側 面、情緒や意欲な どの心理的側 面、 コ

ミュニケー シ ョンや社会参加等の社会的 な側面について、学習内容や学習 目標 に

合 わせた観点別 に把握する工夫

[目的]児 童 ・生徒の実態 を総合的かつ客観的 に把握 し,一 人一人の学習 の準備状況(レ

デ ィネ ス)を 的確 にとらえるた め

○題材設定(単 元設定/単 元の開発)

[内容]一 人一人が 自分のよ さや 可能性 を発揮 できる、児童 ・生徒に とって魅力あ る単

元や題材 の設定及びその構成の工夫

○ グル ー ピング

[内容]授 業 の効率化 を図 り、活動 の量 と質 のバ ランスを とりなが ら行 う、児童 ・生徒

の実態 、学習課題 、施設 ・設備 、教材 ・教具な どに応 じた集団編成の工夫

[ポ イ ン ト]集 団 の大き さ ・質 も考慮 した、授業 の過程 にお ける見直 し

児童 ・生徒 同士の思いや りや認 め合 いが生まれ るよ うな配慮

○必然性

[内 容]学 習 単元 、めあて、学習展開等が児童 ・生徒 の発想や活動 として 自然 であ り、

家庭生活や卒業後 を含む社会生活につ なが るよ うな題材等 の工夫

○量 と質のバ ランス

[内容]一 単位時 間あるいは単元の 中で、児童 ・生徒 の実態や、学習 内容の習熟 の程度

に応 じた量(活 動量 ・反 復回数 等)と 質(難 易性 ・複合性等)の バラ ンスを適切

に とる工夫

[目的]運 動技能の習得や生活動作の獲得を図 り、それ らの技術等 を向上 させ るた め

○環境設定

[内容]児 童 ・生徒が安全に学習 の 目的 を達成 できるために最適 な環境 を設定す る工夫

[ポ イン ト]現 状の施設 ・設備 を固定的 に とらえず、様 々な工夫 に基づ いて柔軟 に対応

○場面設 定

[内容]児 童 ・生徒に とって分か りやす く活動 しやすい場 面であ り、そ の活動 にお ける

学習 目標 の到達に も有効である場面 を意 図的 に設定す る工夫

[目 的]児 童 ・生徒が 自分の力に応 じためあてをもち、そのめあての解決 に向 けて、主

体的に活動 の仕方を工夫 した りす るため
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Oル ール ・方法

[内容]ゲ ー ムのルールや学習を進 める上 でのや り方や手順 を、一人一人や集団の実態

に合わせ て設定 し、児童 ・生徒 に理解 できるよ うに伝 える工夫

[目的]一 人一人に応 じた運動技能の習得、生活動作の獲得 、社会性 の向上 のため

○児童 ・生徒の見通 し

[目的]児 童 ・生徒が今後 の活動内容や方法な どに対 して主体的 に興味 ・関心、意欲 、

安心感や 目的意識 をもてた り、運動技能 の向上や生活動作の獲得 に向 けて具体的

な 目標 をもてた りす るため

[ポ イ ン ト]学 習 のね らいや進 め方な ど学習 の流れ を理解す るための場面や時間の確保

○教材 ・教具

[内 容]児 童 ・生徒 の実態や学習内容 の習熟 の程度 に応 じ、一人一人の 目標 にあった教

材 ・教具や 、活動が適切 に行 えるための補助具 としての教材 ・教具 の工夫及び準

備 ・開発

○安全性

[内容]児 童 ・生徒の学習活動 に際 して その安全 を常に確保 できるよ うに、様々な事態

を事前や授業の過程 において行 う工夫

児童 ・生徒 が 自ら安全に対す る理解や意識付 けを通 して思考力 、判断力 を育 て

る工夫

Q継 続性

[内 容]単 元全体や 一単位時 間の中に、学習効 果を考慮 した継続性 のある計画 を設 定す

る工夫

[目 的]運 動技能の向上や生活動作 の獲得 は、活動を適切 に、 しか も継続 的に実践す る

ることによ り達成 され るものであるため

○系統性

[内 容]学 習活動 の系統性や学習の適時性 を十分配慮 した計画作成の工夫

一人一人の実態や能 力に応 じた、段階的な指導 を行 う工夫

○ 自己評価

[内容]児 童 ・生徒が学習の事前 ・事後や学習の過程において、 自分の学習 した ことや

技能な どよい面を発揮 している と考 え、達成感や成就感 を得 るこ とが できた り、

自分に 自信 がもて るよ うな工夫

○相互評 価

[内容]児 童 ・生徒同士が互いのよさに気付 き、認 め合い、学び合 えるような工夫

[目的]児 童 ・生徒が主体性や 自主性 をもち、活動 をともに振 り返 ることがで きるた め

○教師 の形成評価

[内容]教 師 が指導の過程や成果 を評価 して指導 の改善 を行い、児童 ・生徒 の学習意欲

の 向上 に生かす よ うな工夫 、お よびそれ らを基に した教 師間の連携協力 を密 にす

るな どの指 導体制の工夫改善

※ ここで言 う児童 ・生徒 とは幼児 ・児童 ・生徒の ことで あ り、指導案 は校種に より使 い分けた。
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N授 業 研 究

授 業研 究 では体 育 、 自立活動 、 日常生活 の 指導 か ら4つ の学習場 面 で授 業研 究 を行 った。

そ して、一 つ の単 元 の 中に研 究 を2回 設 定 した。1回 目の授 業 の後 に協 議 を行 い 、 さ らに 、

2回 目の授業 の後 に指導 の工夫項 目の考察 を繰 り返 す ことで、 工夫項 目を よ り活 用 で きる授 業

づ くりを 目指 した。(5ニ ニニ1部 分は指導の工夫項 目を どのよ うに具体化 させ たかを示す)

<事 例1体 育 単 元 名 「フレン ドパークPART皿 」>

1研 究主題 との関連

(1)運 動機能 を高める。

障害物などに意識を向け、自分の身体の動きを調整することで、生活動作を身に付けるために必要

な運動機能を高めることができると考えられる。

(2)目 標をもち、意欲的 ・主体的に取り組む。

「うまくなりたい」「やってみたい」 とい う気持ちをもって意欲的 ・主体的に取 り組む経験は、学校

生活の体育以外の場面や家庭生活においても自分の目標に向かって生活を送ることにつなが り、さら

に高等部などを卒業後も主体的に生きることに結び付 くことが期待できる。

(3)教 員や友達 とのかかわ り方を学ぶ。

うまくいかないときに、周囲の人か らのア ドバイ スに よって 自分 の力を知 った り、や り方が

分 か ることを経験す る。また、友 達か らの励 ま しを受 けて一緒 に頑張 る経験 で、人 と人 との

関係の 中で生活 して いることを感 じることができる。

(4)き ま りを守って、安全に楽 しく活動する。

練習方法や安全面でのルールを守って活動することを通 して、約束を守 ることの意味や大切 さを

考える機会 とする。決ま りを守ることは社会生活においても必要 とされる。

2工 夫点 につ い て

ゼ置〔7灘竃嶽灘熱 藷灘 灘 灘嚢難

iω鑓 驚 灘撫 馨鐙 義ll饗難臨i
i量 一熱難 灘 難 騨鋸輪 藁臨i
i(3)展 開 の 工 夫4(2)展 開 に 記 入l

i一..".t,一 、".".",一.一r、AV.AV.」r.一,一.一.一._,t,_.e.",t.t,"・AV'"・"'置 ・"・Ar・ 」'・t・"・"・ 」

3単 元 に つ いて

生徒 に共通する身体面の特徴 として"動 きのぎこちな さ"が あげ られ る。遊びや運動の経験が乏

しく、様 々な動きに慣れていないためか、自分の身体を人や物 に合わせ て適切に動か した り、 コン

トロール した りす ることが難 しい生徒が多い。 このよ うな生徒 の実態 を踏ま え以下の よ うな単元を

設定 し、授業を行った。
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〈単元の指導計画〉

1こ れ か らの学習 を知 る(1時 間)

L-→2③ 自分の種目を練習しよう(2時 間)(← ③ 本 時

(1)ど の く らい で き る か 確 認 し よ う

(2)難 しい 段 階 に挑 戦 し よ う

(3)繰 り返 し練 習 しよ う

1回 目研 究授 業)

4⑤ チ ー ムで練習 しよ う(2時 間)(← ④本 時2回 目研 究授 業)

(1)み ん な で リ レー して み よ う

(2)ど うや っ た ら うま くで き る か相 談 しよ う

(3)大 会 に 向 け て 繰 り返 し練 習 し よ う

⑥ ゲー ム大会 を しよ う(1時 間)1

〈単元の概要〉

イ)

イ)

ア)
タ ー ト

ゴ ー ル

o

ウ

o

エ)
o

o

① ルー ル
・1ク ラス8名 をチーム とす る

・ボール を②の方法 で リレーす る

・ボー ル を3個 速 く蓮んだ チームの勝 ち とす る

・トーナ メン ト戦2チ ー ム ごとの対抗戦

② ボー ルを運ぶ方法

ア)大 きな布にボー ルを乗せ て2人 一組 で運ぶ

(2名x1組)

イ)ラ ケ ッ トにボール を乗せ て運ぶ(1名 ×2組)

ウ)ボ ール を持 ってハ ー ドルを越 える(1名 ×1組)

エ)ボ ール を持 ってジグザ グ走 をす る(1名 ×1組)

オ)2本 の棒の上 にボール を乗せ2人 組 で運ぶ

(2名 ×1組)

4本 時の学習(4/6)

(1)ね らい

○ 自分の身体 をボールや障害物、教具な どやペ アの人に合わせて操作す ることに慣れ る。
○ 目標 をもち、意欲的 ・主体的に練習に取 り組む。

○友達同士で教 え合い、協力 しなが ら取 り組む姿勢 を育てる。
○ きま りを守 り、安全に運動する習慣 を身 に付 ける。
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(2)展 開 〈ハ ー ドル班 〉

準

備

導

入

展

開

ま

と

め

生徒の学習内容
・クラスカラー、役割のゼッケンをつ
ける
・体育委員は用具の準備を行 う

・役割ごとの練習場所に移動する

練習場所ごとに集合、整列する

あいさっをする

体操を行 う

表の前に移動 し、今 日の学習内容を

闘く
・どの段階から始めるかを確認する
・前回までの到達点と今日の目標を確認す

る

表の段階にそって練習する
・確認された段階から練習を始める

・難 しい ときは先生と一緒に練習する

・繰 り返 し練習する

・徐々に難 しい段階に挑戦する

・一番上の段階までできた ら繰 り返 し練習

する

片 付 け を行 う
・種目ごとに協力して用具を倉庫に しま う

ま とめ を行 う

(いっぽいっぽ表を使 って)
・自分ができるよ うになった と思 うところ

までシールを貼る
・取り組みの姿勢がどうであ ったかを振 り

返る

あい さつ をす る
・ゼッケンをはず し、体育委員に渡す

指導内容(太 宇は指導の工夫項 目)
・クラ スを意 識す るよ うにク ラス カラー、走鳳 《種 目》別 のゼ ッケ ンを付 ける

(見通 し)

・種 目ごとに小集団で学智 を行 う

(グルー ピング)(指 導体制)
・線■ を繰 り返 した くさん行 うこと

がで きるように種 目ごとに練習場

所 を設定す る(環 境設定)
・人 の漬れ が交わ らないよ うな教具

の祀量 を考 える(環 境設 定)

〈ハ ー ドノレ〉

制4

κ

κ
κ

:ウ

行き

』

rLi△r

I'1Li∠r

法汐
〉

桐
1「L

憶

V

・担 当の教員が声 をか けて集合す るよ うに指示す る

・体操 を行 う

・今 日の内容 につい て説明す る

・安全 に練習す るた めの注意 をす る

・線習の際の きま り 〔走 る方 向など〕 を説 明す る(ル ール ・方法)(見 運 し)

・目指 す レペル が生徒 自身 にもわ か りやす いよ うに段 階表 〔いっぽい っぽ鞭 〕

を利用す る(教 材 ・教具)(見 通 し)
・自分 がで きるよ うにな りたい段階 をわ か りやす くす るため に段 階豪 〔いっぽ

いっぽ衰 〕を利用す る(教 材 ・教 具)
・目綴 を確 認する時間を設ける(場 面設定)

・できる人は 自分で 目標を設定す る

・難 しい人には教員 と一緒に 目標 を考 える

・目指すレペルが生徒自身にもわかりやすいように模範を示す(見 通し)

・できるようになったときや積極的な取り組み姿勢が見られたときに敏員から

謬める君葉がけをする(場 面設定)
・意欲的に取り組むことができるように、うまくできたときや頑張りが見られ

たときには賞賛の言葉がけをする(場 面設定)
・十分にできている時は次の段階に進むように指示する

・片付 けの際、用具の持ち方や量な どを決め、生桂 に伝 える

(ルール ・方法)(安 全)
・準僧 ・片付 けの増 面で も協力 して行え るよ うに場所 を朋確に指 示 し、全員 で

敢 り組め るようにア ドバ イスす る(見 通 し)

・目線 を持 って取 り組めた か、 目標に近づ いたか どうか を櫨鳳す るために段 階

衰 〔いっぽいっぽ豪 〕を利用す る(教 材 ・教具)(自 己騨価)
・自分 たちで評価 した り、友達同士で 評価 し合 う

・練習 を振 り返 り、上違 した ことや課題 を自分で確認す る(自 己騨 価)

・友だ ちのがんば りに 目を向 ける場面を作 る(相 互訴価)(場 面 設定)

・でき るようになった ところまでの シール を渡 し、表 に貼 る

(3)評 価

○各種 目の動 きに慣れ、スムーズに行 えるよ うになったか
○ 「できるよ うにな りたい」「うま くな りたい」 とい う気持 ちをもって練習す ることがで きたか

○友達同士で頑張 りを認 め合 うこ とができたか
○練習のきま りを守 り、安全に運動す ることができたか
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5学 習の評価(フ ィー ドバ ック機能を使った授業の評価)
フィー ドバ ック とは よ りよい授 業づ く りをす るた めに授 業 の成果 、 課題 を再確 認 し、必 要

に応 じて修 正 を加 え る こ とで ある。体 育 の授業 で は フ ィー ドバ ック機 能 を用 いて 、授業 内容

につい て見 直す こ とが重 要 であ る。本 単元 で は、時間 ご とに図 の項 目につ い て授業 を見直 し、

成 果や課 題 を確 認 し、修 正 を加 え る こ とで よ りスムー ズ にね らいを達 成 で き るよ うに した。

02回 目の研 究授 業 の指導 で追加 、

訂 正す る内容 と して あげ られ た こ と

・身 に 付 けた 技 能 を発 表 す る場 面 を作 り

相 互評価 を深 め る と良 い。

(相 互評 価→ 場 面設 定)

・種 目ご との 練 習 を1時 間 増 や す と技 能

が定着 す るの では ない か。

(量 ・質の バ ラ ンス)

・ゲ ー ム へ の 見 通 しを も ち、 意 欲 的 に 取

り組 む た め に2人 で競 争 の場 面 を設 定

す る。(場 面設 定)

・練 習場 所 に広 さが 十分 で なか った。

(環 境設 定)

・次時 は説 明 を簡 単 に し、活動 時 間 を

増 や す。(量 ・質 のバ ランス)

02回 目の研 究授 業 の指導 で継続 す る内容

箒

團

レール・方

成 果 ・ 題 の 確 認
・題材設定 について

・単元のね らいにつ いて

について

・い っぽい っぽ表 を認 識 す るのが難 しい生徒 もいたが 、意欲 を もたせ るた め には効果 的 だ った。

・安全 面 につ いて の説 明 が分か りやす く、生徒 も意識 で きて いた。

〈資料 》 い っぽい っぽ表(時 間 ご との 目標 、到達 点の記 録 一覧表)

ステップ3

低 い'、一ドル

1

高 い'、一ドル

交互 に4台

全体の動實が遮く、スムーズにできる ●◎

高さのちがいに応じてとび方をかえてこえられる ●

ハードルとハート沸の 間 で動 きをとめ ないで3台 こえられ る(は しって) ●

ハードルとハードルの 間 で動 きをとめ ないで3台 こえられ る(あ るいて) ◎ O

4台 つ づ けて"ぴ ょん"と は ね てこえ られ る o

ステツブ2

高 いハート'ル

3台

ハードルと'、一ドルの 問 で動 きをとめ ないで3台 二えられ る(は しって) ●◎ ● o

3台 つ づ けて"ぴ ょん"と は ね てこえられ る ● O o

"ぴ ょん"と は ね てこえ られ る ● 0 O

3台 つづけてまたいでこえられる ◎ O O

ステ ツブ1

低 いハードル

3台

ハート塊とハードルの 間 で動 きをとめ ない で3台 こえられ る(は しって) O ● O ●◎ O

ハードルとハート●ルの 聞 で 動きをとめ ない で3台 こえられ る(あ るい て) O ●◎ O ● O

3台 つづ け て"ぴ ょん とはね てこえられ る O ● o ● o

"ぴ ょん"と は ね てこえられ る 0 0 O O o

3台 つづけてまたいで二えられる O O O O ○

ひとりでまたいでこえられる 0 0 O o O

先生といっしょにまたいでこえられる O 0 O o 0

名 前 A 8 C D E

O=1時 聞 目 でで きた ◎=2時 間 目 の 目標 ● 冒2時 間 目で で きた
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6事 例 の考 察

2回 の研 究授 業 を通 して 、本 単 元 の指導 の 工夫項 目を活 用 す るた めに は以 下の よ うな取 り

入 れ 方 が有効 と考察 した。

(1)題 材設 定

題材設 定...題 材 については既存 の種 目に とらわれず 、生徒 の実態やね らいに応 じて、設 定す る

必要があ る。運動 の強度や難易度等 について も、工夫を加 える。

ルール ・方法...題 材 のルール設定や練習方法 については生徒 の認識力、身体 を動かす活動にお

ける実態 を考慮 して設 定す る。

(2)単 元計画

量 ・質 のバ ランス_単 元全体 において も、 よりスムーズにね らいが達成 され るよ うに運動の質

《学習 の内容 を理解す る》こ とと、量 《実際に身体 を動かす》ことのバ ランスを とり、

よ りス ムーズにね らいが達成 され るよ うにす る。

生徒 の見通 し...本 単元では 「ゲー ムに向 けて」 とい う目標 を作 り、その見通 しの中で練習 を行

った ことで意欲 的な取 り組みがで きた。

(3)展 開の工夫

グルー ピング_活 動のね らいに合 わせ たグルー ピングを行 った。種 目ごと、 クラス ごとのグル

ープで練習 したこ とで、ね らいが達成 されやす くなった。

安全...環 境設 定、安全 に練習 を進め るためのルール、教材 の配置 が必要で あった。

自己評価...自 分 の もっているカや授業での伸び を自 ら理解す るこ とが意欲 につ なが り、技能習

得 に生 か され る。 自己評価 を促す方法 としては教材や掲 示物 、教員か らのア ドバイス

や、友達 との教 え合 いが有効 であった。

<事 例2自 立 活動 単 元名 「みん な でマ ッスル 」>

1研 究 主題 との 関連

(1)運 動技能 を高 める。

リズム運動で は、音や リズムの強弱に合わせ て身体 の動 きをコン トロール した り全身 の

協応性 を高 める ことができる。 また、ボール運動は、足を使 って歩 いた り走った り、手を

動 か してボール を操作 した りといった全身運動であ る。 また、ゲームを通 して身体の各部

の協調 を要す る運動 が無意識的にできる ようにな る。

(2)コ ミュニケー シ ョン能力 を高 める。

集 団での競技 を通 して同 じチームの友達 と仲間意識 をもった り、一人一人が役割 をもっ

た り、人 とのかか わ りを多 くもった りす ることができる。 このよ うな活動 を通 して他者 の

感 情 を理解す る、表現力 を高め る、感情や行動 を コン トロールす るカ が身 に付 き、 自己統

制力 を高 めるこ とにつ ながる。そ うした心理的な成長 を通 して場面や状況 に応 じた適切 な

判 断や行動 が とれ るよ うな落 ち着いた生活が送れ るよ うになる と考 える。

(3)心 の解放 を図る。

リズムに合わせて身体を動かす ことには、感情 を助 け気持 ちを表 出 しやす くす る。また、

日頃 、 自己中心的な行動を とった り、思い通 りにな らない とパニ ックを起 こ した りす るな

ど集 団の中で情緒が安定 しない児童 に とって、思い切 り身体 を動か して遊んだ り集 団で活

動 した ときの達成感 を得た りす る ことは、心 の解放 とな り、 ソーシ ャルス キルが身に付 く

と考 える。
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2工 夫 点に つ いて

rlTγ 痴 礪 量 副 副 副 副 酬 副 　 一 副 一r'"'一 ■"'t'一'e'e「e'e'」v'"'一'e'A"aV-e'一 ■e'A!
隔

、
亀

、
亀

、
隔

、亀

、亀

題材設定...5～6人 規模の集団でゲームを行 う活動を通して人とのかかわり方のスキルを学んだり、集団

の中で自分を生かす喜びを味わわせることができるような内容を設定する。

自己評価...ゲ ームの結果だけでなく過程も楽 しめるような内容になるようにする。事前の話 し合い、練習、

実際のプレイ、応援、得点の発表まで、児童が主体的に取 り組めるような内容を設定する。

i(2)単 元 計画
、
亀

、
馳

、
隔

、
亀

、
亀

、

隔(3)展 開 の工 夫
ト」,,」 ■7,_,一,」v,」7,」7,-7,」r,」,,_,_,_,、 一,」v■ 一,Jvre,」Vt」',e,一,一r,a-rte,」v,一 ・,e,一,eノ 」7,一,」 ■7,」vノ∂

3単 元 に つ いて

本 学級 は 、場 面や 状 況 に応 じた適 切 な判 断や 行動 が 取れ るよ うな ソー シ ャル スキル の獲 得

や 落 ち着 い た生活 が送 れ るよ う心 の開放 、 さらに、 自信 を もって生 活 で きる よ うに学力や コ

ミュニ ケー シ ョン能 力の 向上 を 目指 してい る。 この よ うなめ あて を達成 す るた め に、「身 体 を

動 かす活 動 」を年 間計 画 に位 置 づ けてい る。 本 単元 で は以 下 の よ うな年 間 の計 画 を 立て 、 リ

ズ ム運 動 とボール 運動 を行 うこ とに した。

継続性...リ ズム体操では、模倣 して踊る活動から、自分で振 り付けを考える活動に発展させる。

また、ボールゲームでは個人の点数を競 うゲームからチームで勝敗を決めるゲームに発展 させる

ように し、集団とのかかわ り方を少 しずつ広げるように、年間を通 して継続 した活動にする。

量 と質のバランス...運 動量を確保するために、役割の確認や話し合いの時間の配分を考える。

4(2)展 開 に記 入

馳

、
、

、
馳

、
亀

、
亀

、
馳

、
馳

、
亀

、
馳

、
馳

、
亀

、
、

、
馳

、

日が る ろっ
・リーダーのまねをして楽しく踊る

「大工のキツツキさん」を踊ろう
・話を聞き、それにあった振り付けを

・友遵騨考えた振り付けを一緒に踊る

7
やん」を踊ろっ

・自分で振 り付けを考えてみんなと楽

しく踊る。
で ・}

小ウリン ム しよフ
・ねらいを決めてボールを投げる。
・順番ややり方を相談し、ルrル を守ってクームをする
ドッヂポ旨ルをしよう
・動くねらいに向けてボールを投げたり素早く当たらないよ

うに身をかわすも
を 兄 チーム ・ して ム

・落ちてくるボールに合わせて体を動が弘
・チームを決め、ルーρレを守って楽しくゲ」ムをする。

(1)ね らい ○体 を思 い切 り動 かす こ とが で きる。

○ ボール の投 げ方 の 工夫 を し、意 欲的 に活 動す るこ とがで き る。

○友達 と一 緒 に仲 良 く活動 す る こ とがで き る。

○ 自分 の役割 やル ール が わか る。

(2)展 開

4本 時の学習
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学習活動 指 導の工夫(全 体) 指導 の工夫(個 別)

・活動に集中できるよう落ち着いた場所 を設定す る。(環 境設定)
児童の号令にあわせて ・授 業の前には、必ず前時の確かめを し
あ い さっ を す る。 継続 した活動 になるよ うにする。

(自己評価)
・i大工 の キ ツ ツ キ さ ん 」

を踊 る
・「大 工 の キ ツ ツ キ さ ん 」 ・踊 りに自信がない児童 には受容的な言 ・身体を動かすことに苦手意識 をもって

の歌 を教 師の歌 を聴 き 葉がけをす る。(場 面設定) いるので、細かい ことをいわず楽 しく

な が ら 歌 う。 身体を動かす ことをね らい とする。
・歌の内容 に合わせ た振 ・大勢で活動す る楽 しさを感 じるため教 (見通 し)

り付 けを途中ま で考 え 師 も歌を歌いなが ら一緒 に踊る。
・落ち着いて参加で きるよ う立っ場所や

て 踊 る 。 (場面設定) 声の出 し方を教員がや って見せた り目
印を付けて示 した りする。(場 面設定)

'」葡ミーヴ ザジ グゲニ=ムをず 胃囎f分 担ーぼご天=疫 に『し7自券 み事りーだ
';冒役轡 「

}ま1必ず 至≡蔀'ぞ き一る一ご どを「知 膠ら二ぜ こ曽

る い仕事を選択する。(自 己評価) 安心できるようにす る。(見 通 し)
・始 め は簡 単 な ル ー ル に し、 困 っ た こ と

・ル ー ル の 確 認 を す る。 が出てきたら、その都度話 し合 いを し ・前回のことや役割 について自信 をもっ

て変更す る。(場 面設定) て発表で きるよう事前に確認 してお
・役 割 や ル ー ル 、 何 回 ゲ ・児童が動きやすい よう役割 を単純に し く 。(場 面 設 定)
一 ム す る か 話 し合 う

。
・道 具 の 準備 を す る。

た り見やすい場所に表 を貼る。
(場面設定)

・ゲームを始める前に、個人練習をする。

・みんなで協力できるよ う何をして良い

か分か らない児童に声かけを した り教
(ル ー ル ・方 法) 師が一緒に動いた りす る。

・児 童 に よ っ て 、 力 に 差 が あ る こ と を 考 (場面設定)
慮 し 、 ル ー ル を個 別 に 変 更 す る。

(ル ー ル ・方 法)
・自 主 的 に 動 け た こ と に つ い て 褒 め 、 ま

・自分で選択できるよ うボールの重 さや わ りの児童にも知 らせる。
レーンの長さな ど、何種類か用意す る。 (教員の形成評価)

(ル ー ル ・方 法) ・自分でボールや レー ンの長 さを選択 で

きないときには、教師が助言す る。

∵ 決唱み ちκ だフじニフ臼ご基'

づ き5～6人 の グル ー
プでゲームを始める。

-;-投'げ ガ
(がゴごi柔」ガごぞ ぎ る冒よ『う響教1師 がご見7本f

をみ せ イ メ ー ジ しや す い よ うに す る。(場
面 設 定)

・ゲ ー ム 中 は 、 体 を 思 い き り動 か す よ う

∵盤 酪 誇 骸 脳 だどぎぼ」一二裾
に表を見ながら確 かめ 自分で考えるよ
うにす る。(ルール・方法)

・自信を持 って投げさせるため教師 と共

に 、 な る べ く 中 断 しな い よ うに す る 。(量
と質 の バ ラ ン ス)

に 動 く。(ル ール ・方 法)
・ボ ー ル を 片 手 で 投 げ た こ と を 他 の 児 童

・同 じゲームを継続 して何回か行い、ゲ に も知 らせ見本になって もらう。
一ムの流れに慣れ させるようにする。 (自己評価)
(見通 し)

・ピンを見なが ら投げるよ う助言する。

(ル ール ・方 法)

・た くさん ピンを倒せた ときに どの よう

に投げたか思い出 し、次 も同 じ様に投
げられるよ うにする。(ル ール・方法)

・ゲ ー ム を 終 了 す る 。 ・ゲー ムが終了 したこ とを知 らせ 、次
はどうすればよいのか助言す る。
(ル ー ル ・方 法)

・点 数 の 計 算 を す る。

・ま と め の 話 し合 い

・終 わ り の あ い さ っ を ・始 めに誰がや ったかを思い出 し、今度

す る 。 は 誰 が あ い さ つ を す る か 決 め る 。

(ル ー ル ・方 法)

5事 例 の考察

(1)題 材 設 定

ル ール ・方法_個 々 の障害や 運動機 能 の発 達 に合 わせ てハ ンデ ィをっ けるな ど個 別の配

慮 点につ いては一層 の工夫 が必要で あった。(目 印をお く、距離 を変える、ボールを選

ぶ な ど)

(2)単 元計 画

場 面設 定_児 童 の心理 的安 定を図 るために、みんなで話 し合 って決 める場 面を多 くとるよ
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うに して、 よけいな刺激 がな く、落 ち着いて取 り組 め る場所 の設定 をす る ことで、児 童

自身が考 え、意見を発表 し反省す るとい う主体的な活動がで きた。

(3)展 開

教 員 の形 成評 価_ゲ ームの中で役割 を明確 に して、声か けを した り認め、励 ま した りす る

場面 を多 く設 定す る ことによ り、 自信 をもって行動 できるよ うになって きた。

場 面 設 定_ボ ー ル運動では、個 別の助 言を よ り多 く設 定す る ことに よ り児童が主体的 に工

夫す る場 面が見 られ るよ うになってきた。 また、友達 の応援 を した り仕事 を一緒 に した

りす る場 面では認 める発言をす ることで、一層児童 同士のかかわ りが増 えた。

<事 例3日 常生 活 の指導 単 元 名 清掃(教 室清掃)>

1研 究 主題 との関連

(1)主 体 的 に生活 す る態 度 を培 う。

毎 日行 う活 動 な ので身体 を こまめに動 かす習慣 が付 け られ る。 毎 日同 じこ とを こつ こ

つ行 うこ とで集 中力 や根気 強 さが身 に付 く。 ま た、仲 間 と協力 、分担 して活 動 を行 う中で

協調性 や コ ミュニ ケー シ ョン能力等 、働 くため の姿勢 や態度 を身 に付 ける こ とが で き る。

(2)身 体機 能 を高 め る。

運ぶ 、 は く、拭 く、洗 う、絞 るな どの動 きの中 には身体 の あ らゆ る部 分 を使 っ た活動

の要素 が含 まれ る重い物 を運 ぶ ことは、腕や 背筋 、腰 で しっか り身 体 を支 え る力 が、拭

く動作 で は、腕 、指 の力 と ともに足腰 の筋 力 を高 める こ とが で きる。 また 、腰 を 高 く上

げて まっす ぐ拭 く ことで巧緻性 や 平衡性 の調 整力 も高 める こ とが で きる。 これ らの身体

を動 かす 活動 は体 育や 作業 学習 な どともに生徒 た ちの もっ 身体機 能 を高め て い く。

(3)清 潔 に関す る意識 を高 め る。

"い っ も使 う教室 を きれ い に しよ う"と い う 日常 生活 の中 で毎 日行 う活動 で あ り
、清

掃 のや り方 を覚 える と ともに清潔 に関す る意識 を高 め るた め に重要 な活 動 であ る。身 辺

を清潔 に保つ 意識 を高め る こ とは、自立 して家庭 や職 場で生 活 を送 るた め に必要 で あ る。

2工 夫 点に つ いて

虞'T～ 　締 叢 是 眉'一 　 眉 　 '」V'A「ノ創 　 眉 　 '　 眉 ノ8　 眉 眉'　 'e'"'e'置'璽'」 … 匿'-「'」「　 ノ1
亀

、
馳

、
馳

、
喚

、
唾

、
馳

、
隔

、
墜

、
馳

、
亀

、
隔

必然性_将 来の生徒の姿を考 え、身に付 ける必要性の高い事柄 を題材 とした。

(2)単 元 計 画

i(3)展 開 の 工 夫
」■7,A■7,一,」 ■7ノ」■r,」-7ノ ■■r-」 ■F,一 ノ」■■7,」 ■rノーt」 ■「,」■■7,eノ 」■7,」■■「,」■7-」■7,e〆 」■「,π ノ」■7,」■r,」 ■7,」 ■7,t,t,」 ■7ノ」■7,」 ■7,」 ■7,一 ノ」■r'」

継 続 性...年 間 を通 して毎 日行 うこ とで、 抵 抗 な く体 を動 かす 気持 ち 、身 体 機 能 、技 術 の

向 上 を効 果 的 に促 す こ とが で き る。

生 徒 の見 通 し_毎 回 同 じ手 順 と方 法 で行 うこ とで 生徒 が 見通 しを も ち、 主 体 的 に 取 り組

む こ とが で き る。

実 態 把 握...生 徒 の指 導 段 階 に よっ て指 導 の 重 点 を変 え て指 導 し、 生 徒 の成 長 を 見 て 、適

切 な段 階 の指 導 を行 う。

4(2)展 開 に記 入

、
亀

、
軸

、
亀

、
亀

、
陶

、
喚

、
剛

、
陶

、
隔

、
馳

、
亀

、
睡
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3単 元に つ いて

清 掃 は、身 体 を動 か し身体機 能 を十 分 に生 か して行 うもので あ る。 ま た、 人 とか かわ りな

が ら協調性 を は ぐ くみ 、 自 ら生活 に見通 しを もって主体 的 に取 り組 む こ とな どをふ くめ 、研

究 主題 「豊 か な心 と体 を は ぐ くむ」 こ とにつ なが る要 素が 多 く盛 り込 まれ てい る と考 え る。

4本 時 につ いて

(1)ね らい

○仲 間 と協 力 した り分 担す る中で 、協調性 を養 い、 コ ミュニ ケー シ ョンの取 り方 、気持 ちの

表 し方や コン トロー ル の仕方 、伝 える技術 、受 け取 る態 度 な どを身 に付 け る。

○一っ 一つ の活 動 を正 し く行 い、身体 を十 分 に動 か す とともに生活 動作 を獲 得 し向上 させ る。

○身体 を積 極 的 に動 か し、進 んで活動 す る習慣 を育て る。

○掃 除の一 連 の流れ を正 しい手順 で行 い 、清潔 に関す る意識 を育 て る。

(2)展 開

学習内容(生 徒の活動) 具体的な工夫 工夫項 目

①憲 を開 け る。

② 机 とい す を廊 下 へ 運 び 出 す 。

・持 ち上 げて運ぷ

・机 の中身 が落 ち ない よ うに運 ぶ

・机 、いす は廊 下 に端か ら並 べ る。

・自分の分 だ けで な くどん どん運ぶ

・大 きな物 は協 力 して運 ぷ

・机の中身が落ちないような基本の持ち方を決める(机 の箱の開いている

方に背もたれが来るよ うにいすを乗せ、その反対側か ら持たせ る)

ルール 。方法

指導内容の吟味

必然性

自己評価

↑

↓

1

:

中

↑i↑

↓

↑

(自 分の 前 を1、2と2回

はい て1歩 進 む)

(一→の よ うに進 む) ノレーノレ

指導方法の工夫

教材教具

楊面設定

自己評価

③ 箒 で ゴ ミを順 序 よ くは き 、最 後 に

一 カ所 に ま とめて ち り とりで取 る。

・テープで区切った床のスペースを順番

にはく

・教室 の床 に ビニー ルテ ープ を貼 り、は きやす い幅 に区切 る。

・籍 が けでの 簿の 動か し方 、箒が けす る手順 につい て基 本のや り方を決 め

る。

・最後 に ゴ ミを集 め る場 所に 四角 く ビニー ルテー プ を貼 る。

④ ぞ うき ん で 隙 間 な く拭 く。

・テー プの幅 を意 識す る

・123の リズ ムで下 が りなが ら拭 く

・両手 両膝 をっ く

・掌 を しっか り開 く

・足 のつ ま先は親 指 を返 してつ く

・教室 の床 に ビニ ールテ ープ を貼 り、ぞ うきんがけ しやす い幅 に区切 る。

・ぞ うきんの 動か し方 、 手順 につ いて 基本 のや り方 を決 め る。(1,2と

左右 に手 を動 か し、3で 拭 い たぞ うきん の幅分 を下 げ る。 その 要領 で下

が りな が ら拭 き、 テー プ とテ ープ の間の1列 の コー ス を1往 復 す る。 お

尻 が壁 にぶつ かった ときは身体 を反転 させ て残 り部分 を拭 く。)

ルール ・方法

指導方法の工夫

⑤ ぞ う き ん を決 ま っ た 手 順 で 洗 う。

・石 鹸 をつけ る

・流 しに置い て こす る

・左 右10回 ず つ裏 表 を こす る

・水を流 しな が ら洗い 方手順 です す ぐ

ぞ う き ん を絞 る

・親 指 を回 して握 り、縦 絞 りにす る

・水滴 が落 ちな くな るまで 絞 る

・ぞ うきん洗い の手順 につ いて の基本 のや り方 を決 め る。

(石鹸 をつ け る。 流 しに置 いて こす る。 左右10回 ずつ 裏表 を こす る。

水 を流 しなが ら洗 い 方手順 ですす ぐ)

「

・ぞ うきん絞 りの手 の動 か し方につ いて基 本のや り方 を決 める。

(親指 を回 して握 り、縦絞 りにす る。}

ルール ・方法

指導内容の工夫

自己評価

⑥ ぞ うき ん か け に 干 す 。

・ぞ うきん の両端 を 引っ張 る

・棒 に か け た後 ぞ うき んの4角 を合 わ せ

て 引 っ張 る

・ぞ うきん 干 しの動作 につい て基本 のや り方 を決 める。

(仕 上げの ところで ぞ うきんの4角 を合わせ て親 指 と人差 し指 でっ まみ、

下 に引 っ張 る。)

ルー ル ・方法

自己評 価

5事 例 の 考察

2回 実施 した研 究授 業 で は、指 導 内容 に変更 な く継続 した 指導 を行 った。一 ヶ月 とい う短

期 間で あ ったが 、生徒 に成 果 が現れ た。
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・仕 事 の 手 順 を覚 え 、 指 示 が な くて も活 動 で き る よ うに な っ た。

・清 掃 の 各 技 術 が 、指 導 段 階 の 差 は あ っ て もそ れ ぞ れ に 向 上 し、身 体 の 動 き の 幅 が 広 が っ た。

・自分 か ら活 動 す る 姿 勢 が 出 て き た。

こ の こ と か ら、 本 単 元 に お い て 以 下 の よ うな 工 夫 項 目 の 取 り入 れ 方 が 有 効 で あ る と い え る。

(1)継 続 性...年 間 を 通 して毎 日行 う。

(2)ル ー ル ・方 法 ・生 徒 の 見 通 し...ビ ニ ー ル テ ー プ を貼 っ て 教 室 の ス ペ ー ス を 区切 る こ とで

ぞ うき ん で 拭 くな どの 手順 や 物 の 置 き方 を 具体 的 にわ か りや す くす る。

毎 日同 じ方 法 、 手 順 で 行 い繰 り返 す こ とで 生徒 に一 連 の 活 動 の 見 通 しを もたせ る。

(3)自 己評 価...共 用 部 分 の清 掃 で は他 の教 員 や 来校 者 か らの励 ま しの声 を も らい 、役 だ っ て

い る とい う成 就感 を味 わ い 、 自分 の活 動 を評 価 す る こ とが で き る よ うにす る。

V研 究 の ま と め と今 後 の 課 題

1研 究 のま とめ

本 分 科会 では 、 「身体 を動 かす活 動 」 にお け る単元 を開発 し、指 導 内容 や 方 法 を工 夫す る

こ とに よ り、児童 ・生徒 の身体 機能 と身 体 を動 かす意欲 を高 め るこ とがで き、 その こ とに よ

り児 童 ・生徒 は心身 ともに活動 的 にな り、 自信 を付 け てい くこ とに もっ なが る と考 えた。

そ して、 「身 体 を動 かす 活 動」 を取 り込ん だ授 業 を よ り効 果 の あ る もの にす るた め に、 前

述 の 「指導 の 工夫 の16項 目」 を授業 に取 り入 れた授 業 を4つ の単元 で展 開 、実施 した。事

例1～3の 体 育1、 自立活動 、 日常 生活 の指導及 び 、体 育llの4つ の学習 場面(単 元)を 設

定 し、 一つ 一 っの 単元 で複数 回数 の研 究授業 を行 い 、考察 を試 みた。

そ の結 果 、 この指 導 の工夫 の16項 目は 「身体 を動 かす活 動 」 の指 導 を よ り効 果 の ある、

児 童 ・生 徒 が身 に付 け る力 の高 ま る指 導 にす るた めに重要 な 工夫 で ある こ とが わか った。

さ らに 、4つ の事 例 に お いて 、 「指 導 の工 夫」 の重 点 の置 き方 に違 いが 出た 。事 例1(体

育1)の 授 業 では 、生徒 の実 態や ね らい に応 じた題材 設 定、生 徒 の意欲 につ なげ る 自己評 価

の 工夫 、授 業 の成果 を振 り返 り次 へ の展 開 を考 える フィー ドバ ックの工夫 等 が重点 と分 か っ

た。 事 例2(自 立 活動)の 授 業 で は、児童 ・生徒 の心理 の安 定や 自信 を もたせ るた めの場 面

設 定 、 ソー シ ャル スキル を身 に付 け るため のルール ・方法 の工夫 等 が重 点 であ った。 事例3

(日 常生活 の 指導)の 授 業で は、生 活動 作 の獲得 のた め に、教室 床 にテ ー プ を貼 り、や り方

・手順 な どル ール ・方法 及び 生徒 の見通 しの工夫 や毎 日行 うな どの継 続性 の工夫 等 で あっ

た。 この よ うに、 「指 導 の工夫 」の重 点 の置 き方 がそれ ぞれ異 な って いた。

この こ とか ら、 児童 ・生徒 の 実態や 指導 課題 に応 じ、学習場 面(教 科等 の 単元)ご とに、

「指 導 の 工夫 の16項 目」 か ら効果 的 に取 り込む こ とが必要 で あ る ことがわ か った。

そ して 、 「身 体 を動 かす 活 動 」 にお いて 、単 元 を開発 し、内 容や 方 法 に児童 ・生徒 の実態

や 指導 課題 に応 じた 工夫 を取 り入 れ た授業 に よ り、児童 ・生 徒 は意欲 を もち、 で きる こ とが

増 え、課題 を習得 す る こ とに よ り、 自信 を もっ て生活 に積極 的 に取 り組 む こ とにつ なが り、

社 会性 の広 が りや 、 自立へ の意欲 へ とつ なが る と考 察 した。
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2今 後の 課題

「指 導 の 工夫 の16項 目」 は、 「身体 を動 か す活 動」 の 工夫 を図 るた め に この16項 目の

他 に も工夫項 目が あ るであ ろ う。

そ して、 さ らに多 くの授業 例 につ いて検 証 を行 い 、 さま ざまな指導 場 面 にお け る 「指導 の

工夫 」 の重 点 の置 き方 の傾 向が 明 らか に され てい くこ とが望 ま しい。

また 、授 業 の指 導効 果 を上 げ るのた めの 「指導 の 工夫 の16項 目」 とは別 に、指 導の成 果

を さ らに各 々 の児 童 ・生徒 の生 活全般 か ら見す え、将 来 の生活 を視 野 に入 れ 実践 してい くた

めに、 次の 二 点 を含 めた指導 の展 開 が必要 と考 える。

(1)家 庭 との連携

① 家 庭 のニ ー ズに応 じた指 導 内容 を作 る。

② 家 庭 に指 導内容 を伝 え、児童 ・生徒 の課題 を共 通理解 す る。

③ 学 校 で の指導 を家庭 に生か して い く。

(2)他 の教 科 、授 業 との連 携

他 教科 や授 業 担 当以外 の教 師 間で指 導場 面や 方法 の情報 交換 を して 、児 童 ・生徒 の 実

態や 指導 課 題 を共通 理解 す る。

① さま ざま な教 科 の視 点か らの指 導課題 をふ まえ、指 導計 画 をた て る。

② 教 科 等 の場 面 におい て集 団編成 を同 じにす る等の 工夫 をす る。

③ 教 材 教 具 を共有 し、指 導方 法 に一 貫性 を もたせ る。

本研 究 で は、体 育 ・自立活 動 ・日常 生活 の指 導 の3つ の教 科等や 指導 の 形態 か ら、 学習場 面

にお ける指 導 上 の 工夫 を検 証 して きた。 「身 体 を動 かす 活動 」 は、 そ の他 の教 科 や学 校 の あ ら

ゆる生活 場 面 に お いて行 われ る もので あ る。 「身 体 を動 かす 活動 」 の場 面 にお いて本 研 究 で明

らか に され た指導 の工夫 項 目を活 用 し、 さ らに課題 の項 目を取 り入れ て い く こ とで 、児童 ・生

徒 の 「豊 か な心 と体 を は ぐ くむ」 指導 が充 実 され てい くと考 え る。
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一 人 一 人 の 個 性 を尊 重 し
、 意 欲 ・能 力 を高 め る コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 指 導

研究の概要

自立活動 分 科会 で は 、様 々 な校 種 に おい て 、 自立活 動 の なかで も特 に 「コ ミュニ ケー シ

ョン」 に関す る指 導 が共通 の課題 で あ る と認識 した。 そ こで、 コ ミュニケ ー シ ョンの指 導

を 「意 欲 」 と 「能 力(ス キル)」 の2面 か ら捉 え て研 究 してい く こ とに した。 さ らに、 一

人 一人 の個性 を尊重 した指導 の 工夫 とい う観 点 か らも同 時 に研 究 を深 めて い くこ とに した。

まず 、研 究員 の 各学 校 で の コ ミュニ ケー シ ョン指導 に関す る実 態や 事 例 につ い て を話 し

合 い 、校種 にお け る違 い を共 通認 識 す る こ とか ら始 めた。 そ して、 実態 や事 例 を5つ の コ

ミュニ ケー シ ョン段 階 に分類 し、指 導 の道 筋 を整 理 してい くこ とが次 の段 階 へ とス テ ップ

ア ップす るた めの指 導仮説 とな る と考 えた。

この仮 説 の も と、 「大 人 との1対1の 関係 を基本 に コ ミュニ ケ ー シ ョン を深 め 、広 げて

い く段 階 」 と 「集 団 の 中で の コ ミュニ ケー シ ョン を広 げて い く段 階 」 とに分 け て分析 を し

た 。 そ の成果 と して 、 コ ミュ ニケ ー シ ョンの 広 が り、各 段 階 にお け る コ ミュニ ケー シ ョン

の実 態 、及 び 各段 階 に お け る コ ミュニケー シ ョンの 指導 、 とい う3つ の図 に ま とめ る こ と

がで き た。 それ に よっ て、 コ ミュニ ケー シ ョンの発 達 を促 す た め には 、児童 ・生 徒 の現 在

の段階 とめ ざす 段 階 を しっか り意 識 して指 導 にあ た るこ とが 大切 で ある と確認 で きた。

また 、各段 階 の指 導事 例 に つい て も研 究員 の 日々の実 践 か ら紹 介 す るこ とが で きた。 さ

らに、肢 体 不 自由養 護 学 校 にお け る教 科 の 「お ん が く」 に 「コ ミュニ ケー シ ョンの 指導 」

を盛 り込 んだ形 での授 業研 究 を行 い 、考察 した。 自立活 動 の指 導 内容 を 、教科 の授 業 にお

け る指導 内容 の観 点 の1つ と して 取 り入れ る こ とで、 一人 一人 の実 態 に即 した指 導 内容 を

示 す こ とがで きた。

こ うして、 テ ーマ に つ いて研 究 を深 めなが ら、様 々な校 種 にお け る事例 を同 じ視 点 で ま

とめ られ た こ とは評 価 で き る と思 われ る。 今 後 も、 関係 諸機 関 との連携 を密 に しなが ら、

児童 ・生徒 の コ ミュニ ケー シ ョン課題 を適 切 に設 定 し、 それ に あっ た指導 につ い ての 共通

理 解 を持 て るよ う努 めて い く こ とが大切 で あ る。

1主 題設 定 の理 由

本 分科 会 は 、肢体 不 自由養護 学 校 、知 的障害養 護 学校 、通級 指導 学級(難 聴 ・言語 障 害 、

情 緒 障害)の 担任 に よ り構 成 され て い る。 これ らの養 護学 校 あ るいは心 身障 害学 級 に通 う

児童 ・生徒 の 多 くは、機 能 障害や 知 的障 害、社 会性 の未熟 さな どの様 々 な理 由に よ り、言語

・コ ミュニケ ー シ ョンに 関す る何 らか の問題 を持 って い る。 それ ぞれ の学校 ・学級 で の指導

上 の課 題 を 考 えた 際 、学 習指 導要 領 にお け る 「自立活動 」 の領 域 か ら、 「コ ミュニ ケー シ ョ

ン」 に関す る指 導 が最 も共通 す る課題 と して挙 げ られ た。

さ らに 、それ ぞれ の児 童 ・生徒 が もつ コ ミュニ ケー シ ョンに関 す る課題 、問題 点 を探 って

い く と、① コ ミュニ ケー シ ョンの意欲(他 の 人 とかか わ ろ うとす る、気 持 ち を伝 え よ う、 あ
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るい は分 か ろ うとす る力)の 面 にお いて 困難 性 を示 してい るケー ス と、② コ ミュニケー シ ョ

ンの能 力(伝 達 手段 や 方法 の確 立、状 況 に応 じた コ ミュニ ケー シ ョンの スキル)の 面 にお い

て 困難性 を示 して い るケー スが あ るこ とがわか った。

そ こで、 本研 究 で は、 コ ミュニ ケー シ ョンに関す る指 導 を、意欲 と能力(ス キル)の2つ

の側 面 か ら とらえ、各校 の実践 事例 を持 ち よ り整理 す る こ とで、児 童 ・生徒 の コ ミュニケー

シ ョンの 「ちか ら」 を高 め るた めの指 導 につ い て検 討す る。 さ らに 、個別 指導 だ けで な く、

集 団指 導(小 集 団で の指導 を含 む)に お いて も、障害種別 や発 達段 階 、生 活年齢 な どの違 い

に よ る一人 一 人 の個性 を尊重 した指導 の 工夫 を考 えてみ たい。

なお、ここでい うコ ミュニケ ー シ ョン とは、話 し言 葉、書 き言葉 だ けでな く、表 情や 視線 、

身 振 り、各 種 の機 器 な どを用 いた意 思の や りと りも含 む。 また、 コ ミュニケ ー シ ョンの成 立

といった ときに は、一 方的 で な く、双 方 向 に意 思伝 達が な され る ことを示す と考 え る。

皿 研 究の方 法

1各 枝 の コ ミュニケー シ ョンに関す る指導 事例 の紹 介

各 学校 、学 級 にお ける 自立活 動 の捉 え方 、指導 体制 、児童 ・生 徒 の実態 、 コ ミュニ ケー シ

ョン に関す る指 導 内容 を紹 介 し合 い、共 通認 識 を もつ よ うに努 めた。 そ の なかで研 究 の方 向

性 を模 索 した。

2実 践事例 の 整理 、分 析

様 々な コ ミュニ ケー シ ョンに 関す る指 導 事例 を持 ち寄 り、実態 、 指導 目標 、指 導 目標 達成

のた めの コ ミュニ ケs-・一・シ ョン意欲 と能力(ス キル)を 高 め る工 夫 とい う観 点 で整 理 し、5つ

の段 階 に分 けた。 また 、全体 を、主 に養 護 学校 の重度 重複 の児童 ・生徒 に 関す る 「大 人 との

1対1の 関係 を基本 に コ ミュニ ケー シ ョンを広 げて い く段 階」 と次 の段 階 に あた る養護 学校

や 心身 障害 学級 、 通級指 導 学級 の児童 ・生 徒 に関す る 「集 団 の 中での コ ミュニ ケー シ ョンを

広 げて い く段 階 」 とに分 け、指 導 内容 の分析 を深 めて い った。

3図1、2,3の 作 成 と考察

整 理 、分 析 の結 果 を図1「 コ ミュニ ケー シ ョンの広 が り」、 図2「 各 段 階 にお け る コ ミュ

ニ ケー シ ョンの実 態 」、 図3「 各 段階 に お け る コ ミュニ ケー シ ョンの指 導 」 に ま とめた。 ま

た、 その 図全 体 を見通 しての考察 も行 っ た。

4研 究授 業

肢 体不 自由養 護 学校 にお け る教科 の 「お んが く」 に 自立活 動 の 「コ ミュ ニケー シ ョン」 の

指導 の観 点 を盛 り込 み、研 究授 業 を行 い 、考察 した。

皿 コ ミュニ ケー シ ョンの段 階 と指導 の分析

1コ ミュニ ケー シ ョンの段階 と指 導

図1「 コ ミュニ ケー シ ョンの広 が り」は 、 コ ミュニ ケー シ ョンの発 達過 程 全体 の流 れ を表

した もの で あ る。 特 に、 コ ミュニ ケー シ ョンの発 達 が 「特定 の 相手 か ら不 特 定 の相 手へ 」、
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そ して 「個別 か ら集 団へ」 とい う2つ の方 向に広 が ってい くこ とを示 して い る。

図2「 各段 階 にお け るコ ミコ.ニケ ー シ ョンの実態 」 は、5つ の コ ミュニケー シ ョン段 階 が

わ か りや す い よ うに、児童 ・生徒 の実態 を踏 ま え具体 的 に示 して い る。

図3「 各 段 階 にお け るコ ミュニケ ー シ ョンの指導 」 は、各研 究員 がそれ ぞれ 担 当 して い る

児童 ・生徒 の実態 に も とづ き、「大 人 との1対1の 関係 を基 本 に コ ミュニケ ー シ ョン を深 め 、

広 げて い く」指 導(主 に養護 学校 の児 童 ・生徒)と 「集 団 の中 で コ ミュニケ ー シ ョンを広 げ

て い く」指 導(主 に養護 学校 の教 科 グル ープ 、心身 障害 学級 、通 級指 導学 級 の児童 ・生徒)

の2つ の グル ープ に分 け 、指 導 のね らい ・内容 につ い て分析 し、系統 的 に整理 した もの を示

して い る。
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A

特

定

の

人

と

で

も

コ

ノ

の

成

・外界 や特定 の 人 との 何 らかの

関 わ りを受 け 入れ,呼 吸 状態

等 が 安定す る.特 広

・身体 に しっか り触れ た り抱 きか 定 が

か え た りする と.ゆ った りと し の り

て 緊 張 をほ ぐす 様子 が ある。 大 に

・特 定 の人 の耳 のぞ ぱで の声か け 人 く

に対 して、 少 し気づ くよ うな 目 と い

の表情 にな る こ とが あ る.の

・休 調 が 良い1時は、特 定 の人の 働

きか けに対 して.全 身 リ ラック

ス した状態 で 笑顔の よ うな表情

が 出 る。

・鵬 しあそび等の全駒 な働き →

か けを好み.良 い表 情が 出る.

B

伝

わ

り

に

く

い

ノ

が

成

立

す

る

段

階

・声か けに 対 し、指 さ しや 首振 りや 手を

たた く等 の身振 りが見 られる.

・ど う して もや りた い こと等 必要 に迫 ら

.れると動作や サイ ンで大 人に伝 える.

・自分が 知 ってい るパ タ ーンと違 うと怒

る ことが多 い.

・固執 性.こ だわ りがあ る.

・要求 を単詔で 言 う.

・受身 的な コミュニ ケー ショ ンが主'とな

る.

・友だ ちへの関 心が希 薄.

・m事 があ る時 に発 声等で 呼ぶ ことがで

き る(必 要に迫 られて}.

・人見 知 り、照れ囲 。

・友だ ちに スキ ンシ ップ を求め る。

・友だ ちの名 前が言 えた り、休みの 人の

名前 を伝 え られ る。

・自分 の要求 が受 け入 れ られな いと.物

を投 げた り怒 った り拒否的 にな った り

す ることが ある.

・内分の 気に沿 わな いと、意 気消沈 して

しま う。

・言諮表 出は難 しいが,Yes,Noの

サ イ ンの意思 表示 はでき る.

・手の操 作性の 岡題で,ト ーキ ングエ イ

ド等 の 使用が困 難.

・大人の 言った 簡単な 言葉 は理 解で き

る.

・身振 りや 指差 し,発 声で 自分 の意悪 や

要求 を伝 えて い る.

,C

支

援

す

る

と

で

特

定

の

集

団

で

の

コ

↓

ノ
が

成

立

す

る

段

階

・信頼す る大 人には 、身振 りや発

声.言 葉等 で話 をす る.

・安心 でき る大 人が いる ことで.配

一縮 に活動 を楽 しめる.慮

・大人 の仲介 によ って相手 の気持 の

ちが理 解で きる.あ

・大人 の文援 があれ ば、気持 ち を る

言葉 で表現 できる.特

・大人 に言わ れて、 自分の気 持ち 定

に気 がつ いた り、友 だち の気持 の

ち を推 理 しよう とす る.集

・人前 で話 をす る ことが苦手 であ 団

る。 で

・人の話を聞くことに弱さがあ → ・

り、一 方的 な話 し方 をして しま

つ9

D

ノ

が

成

立

す

る

段

階

・友 だち に自分な りの言 葉で気

持 ちを伝 える ことがで き る。

・自分 か ら友 だち に声 をか ける

ことがで きる.

・友 だち の気持 ちを推測 、理 解

しよう とす る.

・小 さな集 団では 友だ ちの意

見 に耳 を傾 ける こ とが で きる.

・周 りか ら自分が どの よ うにみ ら

れ てい るかを気 にす る.

・安心 でき る渠団で は,自 分 の思

い を伝え た り一鰭 に活 動で き

る.

・特定の肝 なら瀦 ・たり話 →

を聞いた りす る ことが で きる。

・友 だち と一縮 に活動す る楽 しさ

を味 わ うこ とが で きる.

・自分の気 持ち を上手 に表現 した

り、 相手 の意見 を聞 いて 自分の

意見 を調 整 した りす るのが 苦手

で ある.

・大 人の支援 がな い とグルー プ活

動か ら外 れて しま うこ とが あ

る.

・場や 状況 にそ ぐわな い行 動 や発

言 をする.

E

不

特

定

の

集

団

で

コ

/
が

成

・考え を まとめ た り、順 序立 てた

りして.柑 手に分 か りやす い よ

うに 話す こ とがで きる.

・必要 に応 じて 声 をかけ る ことが

で きる.

・相手 の話 に関 心や.共 感 が もて

る.

・大 きな集 団で も泣 目す べ き対 象

が分 か り、必 要な こと を抽 出 し

て聞 くことが で きる.

・集団 が変 わ って も、 自分 の気 持

ちや 行 動を コ ン トロー ルす る こ

とが で きる.

・慣れ て いな い人や 鵬れ て いな い

場所 で も一絡 に活動す る こ とが

で き る.

・話 し方 のル ール が守れ 、 場や状

況 、言 葉の襲 の意 味等 を理解す

る こ とがで き る.

・集団 の 一員 と しての 自覚 を もち

参加 しよ うとす る.

・他の友 だ ち に誘わ れ ると一縮 に

遊ぶ が.自 分 か ら声 をか けて遊

ぷ ことは見 られな い.

園2r各 段階 にお ける コミュニ ケーシ ョンの実態」
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A

特定の大人との1対1の 関係
を深めていく指導

キ ー ワ ー ド

「基 地 ・ベ ー ス 」

ね らい
・安 定 した心 身状態 で 、 いろ

いろな働 きか け を受容 する

こ とがで きるよ うにす る。
・気 分や感 悩 、気持 ち の整が

り等の共 有 をめ ざす。

指導 例 ・配 磁 事項
・名前呼 び

・わ らべ うた

・五感 を意識 した感 覚 あそび

・揺れ るあそ び
・くす ぐ りあそび

・音 あそ び

・ゆ っく り、繰 り返 し.五 感

に訴 えて い く.

⇔

⇔

⇔

B

①すでに獲得 しているコミュニケーション手
段で伝える対象を広げていく指導

「伝 え る冨 ぴ」

ね らい
・人 とのかか わ りを楽 しめ るよ うにす る。

・よ り多 くの 人とかか われる ようにす る.

指 導例 ・配慮事 項
・や りと りあそ び

・手 あそび

・っな が りあ そび
・キ ャッチボー ル

・よ り興味の 向 くよ うな活動 を川意す る.

②特 定 の人 との関係 の中で,コ ミュニケー シ ョ
ンを深 めて いく指導

「気持ちの寂現」

ね らい
・蒋定な人との信頼関係を通して自分の気持

ちを表現できるようにする。
・よ り遮切な表現方法に気づかせる。

指導 例 ・配 慮事項
・本 人の 気持 ちを盛 り立て る。
・気 持ち を切 り変 え るた め に,集 団で励 ます 。

また 、待 つ こ とが で きた り、落 ち着 いた り

す るた めに、先 の見通 しを持 たせる.
・要 求や体 験 を衷 現す る機会 を増やす。

・感 情の表 現の幡 を広 げた りす る。

3

③ よ りわ か りやす い コ ミュニ ケー シ ョン手段
の確立をめざす指導

キー ワー ド
rい つでも。どこでも」

ね ら い ・
・誰 に で もわか る コ ミュニ ケー シ ョン手段 を

獲得 で きるよ うにする.

指導例 ・配雌事項
・コ ミュニ ケー ショ ンフ ァイル
・平仮 名指 導

・文字指 導

・マカ トンサ ィ ン

・VOCA

(メ ッセー ジメイ ト ・トー キ ングエ イ ド)

C

大人の支援によって伝え合うこ
とを経験 させる指導

キー ワー ド
「互 いに 伝え合 う書びj

ねらい⇔ ・自分 の意 思 を持 ち,表 現 す る

ことが でき るよ うにする。
・小 集団 に 参加 し,楽 しむ こと

がで きるよ うにす る.
・他者 の話 を聞く ことがで きる

よ うにす る。

指 導例(配 慮事項)
・個人発 表

(興味 ・関心 のある ことを題材

にす る。発 表者用 の ヒン トカ

⇔ .藝羨麗脚 等の糊 ⇔
(自由会 話を促す ための きっか

け作 りにす る。》
・ごっ こあそび

(わか りや す い場i而を設定 する

個別の 課題 を設定 す る〉

⇔

D

児童 ・生徒だけで伝え合うこと
を経験 させる指導

キー ワー ド
「共に 活動 を楽 しむ」

ね らい
・進ん で友 だち とかか わ る こと

が で きるよ うにする。
・安定 した傾 聴娠度 を養 う。

・相手 にわか るよ うに 自分の 意

見を伝 え るこ とが で きるよ う

にす る.
・柑手 の立場 にな って考 える こ

とが できるよ うにす る.
・小 集団 のル ー ル を理 解 し,守

る ことがで きるよ うにす る。

指 導例(配 慮事 項)
・ゲー ム

(他の 児童 ・生 徒 とのかか わ り

が楽 しい と経 験で きる よ うに

.羅欝 蟹魏 齎 ⇔
(自分達 で計画 し、実 行 させ る
ことで成 就感 を味 わわせ る.

話 し合 い時 に、手本 を 示 した

り、選択 肢 を川意す る.)
・イ ンタ ビュー

(児童 ・生 徒の 興味関 心 をも と

に取材活 動 を通 して 、 いろ い

ろな人 へかか わ り方 を広 げ
る.)

・話を聞 く時の マナー を視 覚

的 な補 助手段 で示す.

E

自己表現できるよ うにするため
の指導

キ ー ワrド
「社会 の 中 で 自分 ら しく」

指導 例(配 慰 到∬項)
在籍 学級 ・地域 ・社会 との連 携

・障 害 につ いて理 解.啓発 授業 を

行 う。

(在 籍学 級 の他 の児 童が障 害 や
かかわ り方 につい て知 る.

本児 の障 害認識 を深め る。)

よ り個別で大人の介在の多い指導

図3「 各段 階に おける コミュニ ケー シ ョンの指導 」

よ り集団的で大人の介在の少ない指導



2指 導 事例

(1)図3A段 階 にお ける事例(肢 体不 自由養護 学校 分 教室 中学部1年)

ア 実態

重 症仮 死後 遺 症 脳性 麻痺 、 てん かん発 作 、気 管切 開 をあわせ もち、 呼吸 を レス ピ レー タ

ー で管理 してい て
、常 時 医療 ケア を必 要 とす る最 重度 の生徒 で あ る。感 染 予 防 のた め隔離 で

き る部屋 で過 ご し、教員 とのベ ッ ドサイ ドで の1対1の 個別 授業 が 中心 で あ る。 そ の 日の授

業 は担 当看 護 婦 に確認 の上行 ってい る。

イ コ ミュニケ ー シ ョンに お ける 目標

ゆ っ く り繰 り返 しの働 きか け を行 う中で、 特 定の大 人 との気持 ちの繋 が りを育 て てい く。

ウ 具体 的 な取 り組 み

全身 の血 行や 、 呼吸 に合 わせ て排疲 を促 した りとい うね らい を もって 、腰 ・背 中のマ ッサ

ー ジや腕 上 げ等 の 活動 を行 う
。 身体 の緊 張が あ る程度緩 んだ段 階で 、毎 日グ ロ ッケ ンの音 色

で始 ま るグルー プ の歌 を聞 く。約5年 間の指 導 の 中で、毎 日聞 いて い るグ ロ ッケ ンの音 を受

け止 め 、 目に活 気 が み られ る こ とが あ る。 「名前 呼 び」 は 耳元 でや さ しくゆ っ く り告 げ てい

くと、穏 や か な表 情 なが らも、瞳 が大 き くなっ た り、 まばた きや 口元 ・あ ごが ピク ピクす る

等 の表 出 が多 い。 揺れ る遊 び では 、腰 や 背 中 を中心 に した揺 ら し遊び を、 わ らべ うた に合 わ

せ て行 った。 また 音楽 遊 びで は、季節 に合 わせ た歌 を1ヶ 月 ごとに曲 を変 えて キー ボー ドで

聞かせ た り、 マ ラカ スの音 を規 則 的な 間隔 で鳴 ら した り止 めた りを繰 り返 した。 右 耳で 聞い

てい る時 に瞳 が左 右 に動 いた り、左 耳 で聞 いた 時、 瞳の動 きが止 まった りす る等 、音 を意 識

す る様 子 も見 られ た。 ゆっ く り繰 り返 して きた 特定 の大人 とのや りと りを 、生徒 が 心地 よ く

受 け止 めた時 、そ れ を コ ミュニ ケー シ ョンの始 ま りと して認 め、大切 に してい くこ とが 、今

後 の コ ミュニ ケー シ ョンの広 が りにつ なが る と考 える。

(2)図3B段 階 一① に お ける事 例(知 的障 害養護 学校 小学 部3年)

ア 実 態

自閉症 着 替 え な ど身 の 回 りの活動 は 、その 場 の状況 に合 わせ て声 かけ の指 示通 りに行動

で き る。 しか し、大 人 の声 か けを待 って しまい 、 で きる こ とで も声 か けが な い と 自分 か ら行

動 しよ うとしなか った り、指 示 が 自分 の思 い と異 な った りす る と抵 抗す る こ とが あ る。 自分

の要 求 は主 にサ イ ン(マ カ トンサイ ン)や ク レー ンで 両親や 担任 に伝 え よ うとす るものの 、

必要 に迫 られ た時以 外 は表す ことが少 な く、 自分 か ら他 の 人 にかか わ ろ うとす る こ とが少 な

い 。

イ コ ミュニ ケー シ ョン にお ける 目標

周 りの人 か らか か わ られ る こ とで他 の人 の存在 を意 識 した り、楽 し く遊 ぶ 経験 を数 多 く積

み 重 ね る。 他 の人 とかか わ る経 験 を通 して 、 自分 の要 求 を表 出 した り受 け入 れ られ る喜 び を

味わ う。

ウ 具 体 的な取 り組 み

(学年 のお 話 ・音 楽 な ど集 団 で の指 導)手 をつ な いだ り肩 っ な ぎを しな が ら、 歩 いた り踊 っ

た りす る歌 遊 びで は 、様 々 な友 だ ち と隣や前 後 にな る こ とで 、多 くの人 の動 き を感 じて かか

わ る こ とがで きる よ うに工夫 した。 また、友 だ ち との手遊 び歌 で は、一緒 に活動 したい友 だ
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ちを 自分 で選 ぶ よ うに設 定 した ところ、担任 に促 され る と友 だち の手 を とる様 子 が 見 られ る

よ うにな って きた。

(課題 別 学 習や 自由遊 びな どの個別 の 指導)担 任 と1対1で 行 う課題 別 学習 で は、図形 の

構 成 を型 は め式 にす る等 「で きた」ことが視覚 、触覚 で分 か る教 材 を用意 した。提 示 され た教

材 に本 児 が 自分 か らかか わ って 「で きた」とい う達成 感 を味 わ うとともに 、た くさん褒 めて も

ら う経 験 を重 ね る こ とで 、人 とのかか わ りを深 めてい くよ うに した。さらにキ ャ ッチ ボ ール 、

竹 馬 、大 玉 な ど本児 の好 きな遊 び に誘 うこ とで 、人 と一緒 に遊ぶ 喜 び を多 く味わ わせ る よ う

に した。 次第 に 自分 か ら竹馬 を出 して きて担 任 の ところまで持 って行 き介 助 を求 めた り、友

だ ちが遊 ん でい る大玉 の ところに担任 を連 れ て行 き 「一緒 に遊 んで 」 と誘 う等 、本 児の興 味

・関心 を大事 にす る こ とで人 とか かわ ろ うとす る姿が 見 られ るよ うにな って きた。

(3)図3B段 階 一② にお ける事例(肢 体 不 自由養 護 学校 中学部1年)

ア 実 態

主障 害 は、精 神 運動 発達 遅滞。 障 害 の状 態 は、全 身低 緊張 だが 、座位 、 つ かま り立 ちが 可

能 で あ る。言 語表 出 は、yesは 、「あ一」 と発 声 し、noは 、身振 りで示す こ とがで き る。

身の 回 りの名称 、 特 に、乗 り物 、食べ 物 につ いて は理解 して い る。

イ コ ミュニケー シ ョンにお け る目標

自分 の気 持 ちを相 手 に伝 え るよ うにす る。 短 時間 で気持 ち を切 り替 え られ るよ うにす る。

ウ 具体 的 な取 り組み

本 児 を指導 してい くなか で、 自分の意 向 と合 わ なか った り、友 だ ちや教 員 に声 をかけ られ

た 時、恥 ず か しが って 、ガ ク ッと体 を前 に2つ 折 りに して しま うこ とが わ か って きた。 そ う

した とき は気 持 ち の切 り替 えや 本 人の気 持 ち を高め るた めの工夫 を行 って きた。具体 的 に は、

本 児の好 きな こ と、歌 を歌 った り、周 りの友 だ ちか ら本 児 を応 援す るか け声 をか けて も らい、

集 団 で盛 り立 て てい った。 す る と、前 に倒 れ てい た体 を シャキ ッと起 こ して きた。 教材 につ

いて は、 意欲 を持 って取 り組 め る よ うに本児 の好 き な ものを使 用 した。 好 きな もの に取 り組

む とい うこ とで 、課題 に集 中 し、また授 業 が楽 しい と思 うこ とで担任 との信頼 関係 も形 成 さ

れ てい った。 また 、身近 な もの を教材 と して使 うこ とで 、 日常 生活 につ なげ て い く こ とに も

なった。そ うした題 材 を メ ッセー ジ メイ トや 写真 、絵 、文字 カー ド等 と して使用 した こ とは、

コ ミュニ ケー シ ョン手段 として は有効 で 、本児 の内 言語 を広 げ、相 手へ伝 え る方法 も広 が っ

てい った。

(4)図3B段 階 一③ にお け る事例(肢 体 不 自由養護 学校 小学部3年)

ア 実 態

不 随意運 動 、 自傷行 為 が あ る。教 科前 ～教 科学 習 の グル ープ に在籍 。認 知発 達 は年齢 相応

に近 く、言語 理解 は良好 だ が、表 出面 で は意 図 的 に話 せ る こ とばが数 語 あ るのみ。 構 音 障害

もあ り、慣 れ ない と聞 き取 りに くい。 就学 前 にひ らが な(50音)を 覚 え、50音 表 の 中の

任 意の 文字 を指 で示せ る よ うに なって いた。

イ コ ミュニ ケー シ ョンに お ける 目標

家族 や 担 任 だ けで な く、様 々 な人 に対 して 、『い つ で も、 ど こで も』 コ ミュニ ケー シ ョン

が 成 立す るよ う、い くつか の表現 手段 を組 み合 わせ た 、誰 にで も通 じるコ ミュニ ケー シ ョン
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手段 を確 立 してい く。

ウ 具体 的 な取 り組 み

自分 か ら伝 える手段 として 、 まず 、伝 えたい こ と(気 持 ち、食 べ物 、場 所 な ど)を 絵 カー

ドに して板 目紙 に貼 った コ ミュニケー シ ョンノー トを作成 。指 で示 して伝 え られ る よ うに し

た。 ノー トの量 が増 えて くる と ともに、 どの ノー トを使 うのか も操 作 させ た い と思い 、 ノー

トを コ ピー した もの をク リアー ファイル に入れ 、 自分 で め くって探 せ る よ うに した。 現在 で

は、絵 カー ドをパ ソコ ンの ソフ ト(ピ クチ ャーイ ンデ ックス)で 作成 し、200程 度 の絵 カ

ー ドを1冊 の フ ァイ ル に して使 っ てい る。 カー ドの 中 には 、 「字 を さす 」(50音 表(フ ァ

イル裏 表紙 に添付)を 使 う)や 「トー キ ングエイ ドを使 う」 とい うもの も入 れ 、複数 の手段

を併用 で き る よ うに考 えた。入 学 時気持 ちが うま く伝 え られ ない こ とで、泣 くこ とが多 か っ

た本児 であ るが 、少 しず つ伝 わ る手段 がで きた こ とで、 心理 面で の安 定が で きて泣 く こ とも

少 な くなっ て きた。 そ のおか げ か、体調 も安 定 しつつ ある。今 後 は、集 団 の 中で の コ ミュニ

ケー シ ョンの成 立 を 目指 し、 よ り多 くの複雑 な こ とを、様 々な人 に伝 えるた め、 文法 な ども

しっか り指導 す る と ともに、手指 の巧 緻性 を高 め、 トー キ ン グエ イ ドな どが使 い こなせ る よ

うに な る とよい と思 われ る。

(5)図3C段 階 に お ける事 例(小 学校情 緒 障害通 級指 導 学級 小集 団学 習 「ことば 」の 指導)

ア グルー プの実態

広 汎性発 達 障害 の特 徴 で あ る、社 会性 や コ ミュニ ケー シ ョン、想像 力 な どに障 害 の あ る児

童 が 中心 の グルー プ構 成 で、 コ ミュニ ケー シ ョンに言葉 を用い るの が苦 手 な児童 が 多い。

イ コ ミュニケー シ ョンにお ける 目標

必 要 を感 じて、 コ ミュニケ ー シ ョン手 段 に言葉 を用 い る こ とが で きる よ うにす る。

状 況 に合 わせ た言葉 を使 うことがで き るよ うにす る。

ウ 具 体 的な取 り組 み

話 を しよ うとい う気 持 ち を起 こ させ るた めに 、子 どもた ちが 興味 を持 っ て取 り組 め る よ う

な課 題 設 定 に心 掛 け、 「宝 さが し」(宝 【中 にお 菓 子 が隠 され て い る箱 】 を探 す た め に人 に

ど こに あ るか聞 く)と 「ゲー ム ラ ン ド」(や りたい ア トラクシ ョン を選 ん でチ ケ ッ トを買 う)

を行 った。 宝 を探 す ときの 「○ ○ を教 えて くだ さい 」や チ ケ ッ トを買 うときの 「○ ○ を くだ

さい」等 の言葉 は個 々の児 童 の実態 に応 じて増 や した り、減 らした りす るな ど変 えて 行 った。

そ して聞 き手 の対応 も、 時に は 「分 か らな い」 と言 ってみ るな どそれ ぞれ の課 題 に応 じて行

った 。 また 、 ど うい う言葉 を言 った らよい かや 困 った 時 の対応 は 、予 めカー ド(「 ○ ○ を

教 えて く だ さい」 「○ ○ の時 は別 の人 に聞 く」等)を 作 って練 習 し、見通 しを持 たせ る と

と もに 、分 か らない 時 にはそれ を見れ ば ど うす れ ば よいか分 か る よ うに した。 どこに行 け

ば よい かや ど うや って待 つか を分 か りや す くす るた めに 、ケ ンステ ップ を置 い た り、現 実

に近 い チケ ッ ト 売場 を作 る等 、視覚 的情 報 を多 く し、子 どもたちの 混乱 が少 な くな るよ う

に も心掛 けた。

この課 題 を通 して興 味 を持 たせ た り、具体 的 な見通 しを持 たせ る こ とで言葉 を積 極 的 に出

そ うした り、 カー ドを使 うこ とで場 に合 わせ た言葉 を使 うこ とがで き る児 童 がみ られ た。 し

か し、今 回 の課 題 で は教 員 との応対 が ほ とん どだ ったの で、今 後 は役 割 分担 な どを して 子 ど
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も同士 のか かわ りを もたせ て い く必 要 を感 じた。

(6)図3D段 階 にお け る事例(小 学校 情 緒障害 通級 指導 学級 小集 団学 習 「話 し合 い」 の指

導)

ア グル ー プの実 態

日常 にお け る会話 で は問題 は少 な いが 、 自分 の気持 ちを上手 に表現 した り、相 手 の意 見 を

聞 いて 自分 の意 見 を調整 した りす るのが苦 手 で、大 人の支 援 がな い とグル ー プ活 動 か ら外 れ

て しま うこ とが多 い児 童 が 中心の グルー プ であ る。

イ コ ミュニ ケー シ ョンに おけ る 目標

自分 の意 見 を相 手 に伝 え、受 け入れ て も ら う経 験 を通 して言葉 で伝 え る喜 び を味 わわせ る。

相 手 の意 見 を聞 いて 、賛成 した り、反 対 した りす る こ とがで き るよ うにす る。

ウ 具体 的 な取 り組み

い ろい ろな課題 を通 して話 し合 い をす るこ とで、 自分 の意見 を言 っ た り、相 手 の意 見 を聞

い た りで き る よ うに したい と考 えた。 全員 が意欲 的 に話 し合 い に参加 で きる よ う、児 童 の興

味 ・関 心 のあ る こ とや体 験 した こ とを話 し合 いの課題 に取 り上 げた。 話 し合 わ ない と成 功 し

ないル ー ル を取 り入 れ た ゲー ム(「 一本 の木」 や 「並 び替 え」等)や 調 理 実 習 ・畑 作 業 ・共

同製 作(学 級 旗)等 で作 る物 の相 談 、 またゲー ム を楽 しくす るた めのル ール 変更 の話 し合 い

等 を行 っ た。 最 初 は大 人が入 って話 し合 い を リー ドした り、予 め意 見 がい くつ か ある場合 に

は ど う した ら よい か を子 どもた ちに相 談 させ ておい た り(ジ ャ ンケ ン、 多数 決 、順 番 に して

次 に 回す 等)、 い くつ かの選 択 肢 を用意 してお い た り した。 ゲー ム のルー ル を単純 に してゲ

ー ム を行 うこ とで意 見 を 出 しやす くも した
。 また、 ゲー ムで は話 し合 うこ とで成 功感 が得 ら

れ るよ うに した り、ル ール変 更 では 自分 が言 った こ とが何 らかの形 で試 され るよ うにす るな

ど、意 見 を言 って も無駄 だ とい う気 持 ち を持 たせ ない よ うに心掛 けた。

今 回 の課題 を通 して状 況設 定 に よって は児童 が意 見 を言 った り、聞 いた りで き る場 面 が増

えて きた。しか し、大人 の支援 が必 要で あ り、それ を減 らしてい くこ とが今 後 の課題 であ る。

(7)図3E段 階 をめ ざ した事 例(難 聴 通級 指導学 級 小3児 童 の指導)

ア 実 態

主障 害 は、感 音性 難聴(右116dB左100dB)で あ る。 通 級指導 学級 で は、言 葉 を用 い た

コ ミュケ ー シ ョン には積 極 的 では ない が、他 の児童 と一 緒 に意欲 的 に活 動 して い る。 在 籍学

級 で は、他 の児童 に誘 われ る と一緒 に遊 ぶが 、 自分 か ら声 をか けて遊 ぶ事 は ほ とん ど見 られ

ない。 本児 は、図2「 各段 階 にお ける コ ミュニケー シ ョンの 実態」 で はD段 階 であ る。

イ コ ミュ ニケー シ ョンにお ける指導 目標

相 手 にわ か る よ うに 自分 の意 思 を言葉 で伝 える。 また、在 籍学級 にお け る他 の児 童 とか か

われ るよ うに支援 す る。

ウ 具 体 的 な取 り組み

本 児 の コ ミュニ ケー シ ョン意 欲 を高 め るた め に、 「言 葉 で のや り と りを 中心 に、伝 え合 う

楽 し さを十 分 経 験 で き る」 よ うに教 材 を考 えて い る。例 えば 、本 児 の発 話意 欲 を高 め るた め

交換 日記 を用 い て お しゃべ りす る時 間 を設 定 して い る。交換 日記 は、本 児 の気 持 ちに添 っ た

言 葉 か けや本 児 が興 味 ・関心 を持つ よ うな ことを話 題 と して取 り上 げてい る。 ま た、 ごっ こ
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遊 び を通 して、 言葉 で のや りと りを十分 に楽 しむ よ うに時 間 を設 定 してい る。

在 籍 学級 との連携 と して、本 児 とのか かわ り方 にっ いて理解 を深 め るた め、1学 期 に本 児

の 聞 こ え方 ・補 聴器 につ いて理解 啓発 授 業 を行 った。 この 時、本 児 に 自分 の 聞 こ え方(聞 こ

えや す い 時、 聞 こえに くい時 、わ か りや す い話 し方等)に つい て考 え る機 会 を設 けた。2学

期 に は、詩 を班 ご とに作成 す る授業 を通 して、 グルー プ活動 の 中に教 員 が入 り込 み 、実 際 に

本 児 とのか かわ り方 を示 した。 理解 啓発 授業 を通 して、本 児 とのか か わ り方 を一緒 に考 え合

い、本 児 の障 害 につ い て理 解 をすす め るこ とが で きた。そ して、本 児 が 自 らか か わ ろ うとし

た とき、周 りの 協力 が ス ムーズ に得 られ る よ うに な る と考 え る。 また 、本児 自身 が障害 につ

いて 考 える大 切 な機 会 で もあ る。 本児 が在籍 学級 で 自分 ら しく生 き るた めに 、成長 と併 せ て

在籍 学級 との連携 を どの よ うに進 め るか、今 後 の課 題 とな る。

3考 察

(1)A段 階 の指 導

この段 階 の指 導 にお い ては 、ゆ った りと した環境 の 中で 、特定 の大 人(保 護者 、担任)と

の気持 ちや感 情 の 共有 をめ ざす こ とが主 な指導 目標 とな る。 教員 は児 童 ・生徒 の持 つ 諸感 覚

に訴 えな が ら、指 導 を行 う。 この よ うな最 重度 の児 童 ・生徒 の場合 、表 出の 読み 取 りに難 し

さが あ り、 さ らに、指 導 の前提 条件 とな る体調 管 理 が難 しい とい う点 もあ る。 指 導事 例 にお

いて も、体 調 の 良い 時 には、 ほん のかす か な表 情 の変 化等 で大 人の側 に発 信 をす る生 徒 の姿

が報告 され てい る。 この段階 にお いて は、大 人 の側 か らの何 らかの刺 激 が受 信 され 、表情 な

どの変 化 とな って子 どもの側 か ら発 信 され た時 、 コ ミュニケー シ ョンが成 立 す る と考 え られ

る。 そ して この段 階 にお ける コ ミュニケー シ ョンは 、 この後 に続 くすべ て の コ ミュニ ケー シ

ョンの 「ベ ー ス 、基地 」 とな る重要 な部 分 であ る と考 え る。

(2)B段 階 の指導

B一 ① の指 導 にお いて 大切 な こ とは 、 「伝 える喜び 」 をた く さん感 じる こ とを通 して 、相

手 との信 頼感 や 共感 能 力 を高 めて い くこ とで あ る。 コ ミュニケー シ ョンの意 欲 面 に重 点 をお

いた指 導 で あ る。指 導 事例 で は、集 団指 導の 中で 、友 だ ち とか かわ る場 面 を意 図 的 に設 定 し

た り、個別 指 導 を通 して教 員 とのかか わ りを深 めてい く中で、少 しず つ 自分 か ら教員 や友 だ

ち にかか わ ろ うとす るよ うにな った児童 の様 子 が報 告 され てい る。 この事 例 で は個別 で の指

導 と集 団で の指導 が相 互 に補 完 しあいなが ら行 われ る こ とで 、児 童 の コ ミュニ ケー シ ョンへ

の意欲 が更 に高 ま ってい るこ とに注 目した い。

B一 ② の指 導 の 中 で は、 「気 持 ちの表 現 」 の幅 を広 げ る こ とを大切 に し、 自分 の気 持 ちを

何 らか の形 で表 現 した り、よ り適切 な表 現 に気付 かせ る こ とが 目標 に な って い く。 指 導 事例

は 、 自分 の意 にそ ぐわな い と脱 力 して しま ってい た生徒 が 、 自分 の気持 ち を切 り替 える こ と

が 少 しずつ で きる よ うにな って きたケー ス であ る。 この とき に重 要 な役 割 を果 た して い るの

が 大人 との信頼 関係 であ り、集 団 の力 であ る。 また、生 徒 が見通 しを持 ちや す い よ うな場 面

を設 定 した り、教材 の工夫 に よ りコ ミュニ ケー シ ョン手 段 を拡 げ る指 導 を行 って い る。 コ ミ

ュニ ケー シ ョンの意欲 面 と能力(ス キル)面 、両 面へ のア プ ロー チ に よ り、指 導 に効果 を与

えて い る。
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B一 ③ の指 導 の キー ワー ドは 「い つで も、 どこで も」。 あい まい な シ ンボル か ら、 よ り意

味 の明確 な シ ンボ ル に よる意 思 の伝 達 をめ ざす コ ミュニケー シ ョン指 導 で あ る。 コ ミュニケ

ー シ ョンの 能力(ス キル)に 重 点がお かれ た指 導 で ある
。 特 に肢 体不 自由養 護 学校 におい て

は、そ の身 体機 能 の障 害 か らくるいろい ろな制 約 の 中で、一 人一 人 の児童 ・生徒 に合 っ た コ

ミュニケー シ ョン手段 にっい て、様 々 な工夫 が され てい る。 指導 事例 は、教材 の工夫 に よっ

て コ ミュニ ケー シ ョン手段 を獲 得す る こ とが、精神 面 、更 には体 調 面 の安 定 に もつ なが るこ

とを示 して い る。

(3)C段 階の 指導

対 大人 の コ ミュニ ケー シ ョンか ら集 団 を意 識 した コ ミュニ ケー シ ョンへ 広 が ってい く段階

で あ る。 集 団 は小 さく、 自分 を よ く理解 して い る人 で構成 され 、そ の 中で な ら安 心感 を持っ

こ とが で き、 さ らに大 人 の支援 に よって 自己 を表 出す る こ とがで き る とい う実態 で ある。指

導事 例 で は、身 近 で わか りや す く、興 味 の持 て る題材 を選 ん で、言 葉 に よ る コ ミュニ ケー シ

ョンを引 き出す よ うなゲー ム場 面 を設 定 して い る。 集 団 を意識 させ 、集 団の 中で の役割 を持

たせ る こ とも工夫 の 一つ で あ る。 「互 い に伝 えあ う喜 び 」 の体 験 を積 み重 ね る こ とに よ り、

集 団 を居 心地 の よい もの と して とらえ られ る よ うに したい。 個 々の児 童 ・生徒 の到達 点 を見

極 め、成功 体験 が次へ の意欲 につ なが る よ うな支援 の 工夫が必 要 とな る。

(4)D段 階の 指導

小 さな集 団 の 中で 子 ども同士で コ ミュニケー シ ョンが成 立す る段 階で あ る。指 導事 例 に示

す よ うにわ か りや す い場 面 の設 定 をす るこ とに よ り、児童 ・生徒 が意 欲 を持 って集 団 に参加

す る こ とが で き る。 大 人 は必 要 に応 じて 、選 択肢 を提 示す るな ど集 団 の舵取 りの役 目を果 た

す。 個 へ の配 慮 を しつ つ 、児 童 ・生徒 が集 団 の一員 と して 「共 に活 動 を楽 しむ 」 こ とがで き

る こ とをね ら う。 大 人 の支援 の 工夫が 求 め られ る。

(5)E段 階 の指 導

集 団 は よ り大 き く、通 級 の児 童 ・生徒 に とって は在 籍 学級 の集 団 で あ るが 、 さ らに、不 特

定の対 象 、地域 、社会 一 般 の中で の コ ミュニケー シ ョン場 面 な ども想 定 して い る。 自分 を よ

く知 らない 人 とで も よ りよい コ ミュニケー シ ョンを とる こ とが 可能 に な るた め に どう した ら

よいか 、 とい うこ とが指 導 目標 とな って いる。 キー ワー ドは 「社 会 の 中で 自分 ら しく」 で あ

る。 指導 事例 は コ ミュニケ ー シ ョン段 階 と して はDの 指導 で あ るが 、周 囲 の人 々 に対 して 、

障 害の理 解 啓発 を促す ことも大切 な側 面で あ る とい う観 点 か らと りあげ てい る。

(6)図 全体 を通 して

まず 大切 なの は 、これ らの図 では コ ミュニケ ー シ ョンに 関す る指 導 を 、あ る段 階 か ら次 の

段 階 へ とス テ ップ ア ップ させ るための指 導 と して捉 えて い る点 で ある。 児 童 ・生 徒 の現在 の

コ ミュニケ ー シ ョンの段 階 と、 め ざす段 階 を しっか りと認識 しっっ指 導 に あた る こ とが 大切

で あ る。

コ ミュニ ケー シ ョンに 関す る指導 で は、「コ ミュニ ケー シ ョンの意 欲 を 高 め るこ と」 と 「コ

ミュニ ケー シ ョンの能力(ス キル)を 向上 させ るこ と」 の2つ が、 指導 の上 で の大 き な観 点

で あ る。 図3で は、 「意欲 」 と 「能 力(ス キル)」 の 関係 を縦 の軸 に と り、 図 の上 に い くほ

どよ り 「意欲 」 に重点 を置 いた指 導 、下 に い くほ どよ り 「能 力(ス キル)Jに 重 点 をお い た
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指導 と して整 理 してみ た。 特 にA、B段 階 にお け る指 導 におい ては 、 この2つ の観 点 が とて

も重 要 で あ る。 これ に対 し、C段 階 か らE段 階 にむ け て は、 「意欲 」 と 「能 力(ス キル)」

の縦 軸 とい うよ りも、大 人の 支援 の度合 い が 、段 階が進 む につ れ て少 な くな る とい う横 軸 が

強調 され る とい え る。

以 上述 べ た よ うに、 コ ミュニ ケー シ ョンに 関す る指導 は、 コ ミュニ ケー シ ョン段 階 の違 い

や ね らいの違 い に よ りい くつか に分類 、整 理 で きる。 しか し、実際 の指 導 にお い ては 、例 え

ばBの 段 階 に さ しかか っ た児童 ・生徒 が 、必要 に応 じて大人 との1対1の 関係 を じっ く り深

め る段 階 の指導 に立 ち返 るな ど、行 きつ 戻 りつの指 導 が行 われ る こ とが多 い。 それ はそれ ぞ

れ の段 階の 間 に も言 える こ とで あ る。 ま た、 「意 欲」 と 「能 力(ス キル)」 の 関係 に して も、

実 際 の指導 の 中で この2つ の ね らいは完 全 に区別 で き るもので はな く、混 在 して い る場合 が

多 い。 そ して 、 これ ら2つ の指 導 は 、 「意欲 を高 め る こ とに よ って能 力(ス キル)を 引 き出

す 」 「能 力(ス キル)を 向上 させ る ことに よって 、更 な る意欲 を高 める」 とい う関係 に あ る。

それ ぞれ の指 導 の間 を行 き来 した り、 お互 いが補 完 しあ うこ とで コ ミュニ ケー シ ョンの 「ち

か ら」全体 が 高 ま ってい くの で ある。

1

2

3

授業研究(教 科における自立活動の指導)

授業名

中学部グループ、高等部グループ合同の 「おんが く」

対象者

都立養護学校(肢 体不 自由)中 高学部

生徒:男 子5名 女子4名 計9名 指導者:3名(音 楽専科教員を含む)

合同グルー プの実態

8名 が車椅子の生徒で、独歩の生徒は1名 である。全員、基本的な日常会話が可能である。

コ ミュニ ケー シ ョン能 力 につい て は、友 だ ち同士2人 位 な ら大人 が介在 しな くて もか かわ り

(遊 び 、会 話)が もて るが、友 だ ち同士 の集 団で は、 自分 の意思や 要 求 を伝 え る力 が 弱い。

親 しい教員 との かか わ りが 中心 で あ り、友 だ ちへ のか かわ りが広 が りっつ あ る状態 で あ る。

よって 、生徒 た ちの コ ミュニ ケー シ ョン能力 は 、今 回作成 した 図2「 各段 階 にお け る コ ミュ

ニ ケー シ ョンの実 態」 のC～Dの 段 階 であ る。

4「 おん が く」 の指導 目標(年 間 指導計 画 よ り)

・い ろい ろな歌 に親 しみ 、楽 しく歌 える よ うにす る。

・音 楽 の創 造 的表 現 を楽 しめる力 を養 う。

・指 示や ル ール を理解 して、友 だ ち と一 緒 に楽 しく体 を動 かす力 を養 う。

・楽器 にふれ た り、生 の演奏 を聴 く経験 を楽 しめ るよ うにす る。

5本 時 の指 導 のね らい

・歌 の 雰囲 気 を感 じな が ら、歌 え る力 をつ け る。

・簡 単 な リズ ム打 ち を聞い て模 倣 した り、積 極的 に表 現す る力 を養 う。

・友 だ ち と一緒 に、身体 表現 を楽 しめ るよ うにす る。
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6「 教 科 おんが く」 と 「自立 活動 」 との関連 と 「コ ミュニケー シ ョンに 関す る指 導 目標 」

本 グルー プ で は、生徒 の実態 をふ ま え、知 的障害 の学 習指導 要領 に準 じた教 育課 程 を編成

して い る。 各教 科等 の指導 に あた って は、生徒 の障 害 の状態 に応 じて 、 自立活動 の 指導 内容

も盛 り込 ん で行 って い る。 「お ん が く」 で も、 コ ミュニ ケー シ ョンに関す る 内容 と関連 づ け

た 指導 を行 い 、生徒 一 人一 人の 個性 を尊重 した指導 が行 え るよ う、以 下の よ うな 「コ ミュニ

ケ ー シ ョンに 関す る指導 目標 」 を設 定 し、指 導 の工夫 を行 った。

○ 友だ ち とか かわ る力 を育て る

安 心 で きる集 団の 中 で、友 だ ち同士ペ ア にな って取 り組 め る課題 を行 う。 自 らか かわれ

な い生徒 に対 して は、教員 が個 別 に支援 を行 う。本 授 業で は、集 団 を小 さ くす る工夫 を取

り入れ 、 友 だち とかか わ る力 を育て よ うと した。

○ みん なの前 に出 て力 を発 揮 す る

集 団 の中 で、 で きそ うな こ とを 目標 と し、 で き るよ うになった ら、 みん な の前 で、 自分

のカ を発揮 で きる機 会 を もたせ る。 長期 的 な見通 し として、 自分 に 自信 を もち、知 らない

人 とで も、初 め ての場 面 で も、力 が発 揮 で き るよ うに な るこ とを 目標 に、段 階 的 に指導 を

行 ってい く。本 授 業 では 、 当初 は解 決 が困難 な課 題 は避 け、全 員 がで き る課 題 か ら取 り組

んだ。 そ して 、 自立活 動 の個別 指導 計画 に基 づ き、それ ぞれ にわ か りや す い声 か けや 見本

を提 示 す る こ とをてい ねい に行 うこ とで 、指 導 の工夫 を行 った。

7「 おん が く」 にお け る生 徒N、W、Sの 個別 指導 計画

今 回 の授 業研 究で は 、特 に、次 の3名 の ケー スにつ い て研 究 した。認 識 の力 に差 は ある も

の の 、3名 とも 「移 動 能力 が 高い。 友 だ ち に対 して 消極 的で あ る。」 とい う点 が共 通 してい

る。3名 につ い ての個 別指 導計 画(お んが く)に つ い て[表1]に 記 した。

8本 時の 展 開[表2]

9本 時の 評価[表3]

10授 業の ま とめ

本授 業研 究で は 、テー マ と して取 り上 げた 自立活 動 の 「コ ミュニ ケー シ ョン」 につ い ての

指 導 内容 を、 教 科 の指 導 内容 に取 り入 れ 、指 導 計 画 を立 案 した。 具 体 的 に は、[表1]「 お

ん が く」 の個 別 指導 計 画 の 中に、 「自立 活動 の個 別 指導 計画 年 間 目標 」 と 「コ ミュニ ケー シ

ョンの実 態」 を併記 した。 ま た、[表2]本 時 の展 開 中 に、 コ ミュニ ケー シ ョン に関す る指

導 目標 に基 づい て設 定 した 「課 題 ご との コ ミュニケー シ ョン指導 に 関す るね らい」を記述 し、

各課 題 ご との 「生徒 へ の支援 」 を列記 した。 この よ うに 、個別 の実態 や指 導 目標 を整 理 し明

確 に して授 業 を行 った。

「握 手 で こん にちは」 の課題 では 、それ まで 、消極 的 なた めに上手 に組 めない 生徒 が必 ず

出て きて しま って いた。 そ こで今 回 は、最初 に 「み んな 大好 き」 を行 い 、 あ らか じめ集 団 を

2つ に 分 けた。 そ して、次 の 「握 手 で こん に ちは」 で は、 「同一 チー ム の友 だ ち とは組 めな

い」 とい う簡単 なル ール を設 定 した ところ、全員 が初 め てスムー ズ に毎回組 めた とい う変化

が見 られ た。 これ は、組 める対象 を7人 か ら3人 に限 定 し、対象 の集 団 を半分 の 人数 に限 っ

た工夫 が 良か った と考 え られ る。 また 、組み やす い状 況 になっ た こ とで、 生徒Nは 、友 だ ち

に対 して 「一緒 にや ろ う」 と意思表 示 で きた り、 生徒Wは 、組 み たい友 だ ちが 近 くに来 れ る
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よ うに、他 の 友 だ ちに 「～ さんが通 れ ない か らどいて」 と言 って、指 示 した りす る様 子 が見

られ た。 生徒Sは 、相 手 の 目を よ く見 て活動 して いて 、友 だ ちを十分 意識 しなが ら楽 しめて

いた。

歌 唱 で は、Wが 集 団 を リー ドしなが ら自信 を もっ て歌 うこ とが で きてい た。NやSは 、欠

席 もあ り、 歌詞 や メ ロデ ィー が十 分 に覚 え られ て いな いた め に、部 分的 な歌 唱 で あ った。

「リズ ム遊 び」 で は 、NとSが 初 めて積 極 的 に挙手 を した。 教員 か らの支援(見 本 の提示

や 、個別 的 なわ か りやす い声 か け等)が 理解 を助 けた結 果 、 自信 を もって友 だ ちの前 で発表

で きたの だ と思 われ る。

この よ うに本授 業で は 、実 態 に即 した指導 の工夫 の結 果 、3名 とも友 だ ちや教 員 に対 して

積 極 的 、意 欲 的 に かか わ ろ うとす る様子 が見 られ 、変 化 が見 られ た。

以 上 の よ うに 、 自立活動 の 指導 内容 を、教科 ・領 域 の個 別指 導計 画 に盛 り込 ん で い くこ と

は 、指導 内容 を 系統性 の ある理解 しや す い もの に し、 さ らに は、生 徒一 人 一人 の個 性 を尊重

す る指導 につ なが る と考 え られ る。

[表1]今 年度 「お.んが く」個別 指導 計画

おんがく授業での実態 「お んが く」 コミュニケー シ ョンの実態 本時指導上の留意点 個別指導計画(自 立

個別 指導 目標. 活勤)年 間目標

歌唱 はで きるが 、 自信 がな ・教 員か らの支 援 を 段階[C] 各課題において活 ・友 だ ち との かか わ り

生 く部分的に歌えないことが多 受けながら課題を 大 人 とか か わ る力は もっ 動に見通しがもてる の 中で.自 分 の意見

往 い。『指 示を 聞 いて行 動、 表現 理解し様々な表現 てお り.頼 まれ た用事 を、 よ う、わか りや す い や考えに自信をもた

N でき るが、 左右 を意 識 した模 活動 を楽 しむ. 他 の大 人 に頼 む こ とが で き 「声か け 」や 手本 を せ る 。

倣 や、 リズ ム を理 解 して楽 器 ・友 だち と楽 しくか る。 一 方 、友 だ ちに働 き か 示 しな が ら、支 援 し ・状 況に応 じた行動 が

を叩 く ことが曖昧 で あ る。 自 か わ る 。 け る こ とは ほと ん どな く, て い く。 とれるよ うにす る。

分 か ら友だ ち とペア を組 む ご 集 団の 中 で は自信 をも って

とが まだ難 しい。上 肢 のま ひ 行動す る ことが難 しいた め、

はほ とん どな い。 受 け身的で ある。

生 歌唱 は、 大 きな声 で しっか ・意 欲的 に活 動 し創 段階[D] きちんと指示を聞 ・気 持 ち の安 定 を図

徒 り歌 う ことがで き る。指 示 を 造的な表現にも自 大人とかかわる力は十分 いて 、積 極的 に活 動 り、見 通 し をも って

W 聞 いて 意欲 的 に行動 、表 現 で 信を もって挑 戦 す あ り友 だ ち を誘 って遊 ぶ 様 できるように支援す 行動できる力を養

き る。 自分 か ら友だ ち とべ ァ る 。 子 も見 られ る。授業 中でも, る 。 う.

を組 む こ とが で き るが 、 「一
・友 だ ちに積 極的 に 自由に意見を言える時は生 ・楽 しい経験 や学習 を

緒 にや ろう」等 の言 葉 で誘 う か かわ る。 き生 き と してい るが 、指 名 通 して 、興 味 ・関 心

ことがまだ恥ずかしいのか難 されて 質 問 され た り、活 動 の幅を広 げる.

しい。 上肢 の動 きに制 約は な を求 め られ た りす るとす る

く、楽器 を使 う ことがで きる。 時 は.急 に 声が 小 さ くな り

消極 的 にな る。

歌 唱 は、 自信 が な い部分 以 ・課題 を理解 し自信 段階[C] よ りわ か りやす く ・見通 しを も った学 習
,

生 外 は歌 える。 指示 を聞 いて行 を持 って楽 しく表 大 人 とか かわる力 はある。 課題を提示 しなが や活動ができるよう

徒 動 、表現 で きるが 、左 右 を意 現する。 特定の友だち以外へのかか ら、集団 の 中で 自信 に す る 。

S 識 した模 倣や 、 リズ ムを理解 ・友だ ち と楽 しくか わ りは 、み られ る が,受 け がもてるように配慮 ・友 だち とのか かわ り

して楽器を叩くことが曖昧な か わ る。 身 的 で 、な かな か広 が って して い く. の 中で 、 自分 の意 見

ことが多 い。 自分 か ら友だ ち いか な い。 大人 との1対1 や考 え を持 ち 、表 現

とペア を組 む ことが まだ難 し で は 、意 欲 的だ が 、集 団で す る力 を養 う。

い。右 手の まひが 強 く、 あま は、 自信 が な く、見 通 しが

り使 いたが らな い。 もて な くて 、消 極 的な 様子

が 多 い 。
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[表2]本 時の辰開

学習内容とくね らい〉 指導内容と配慮点 各段 階 の コ ミュニ ケー シ ョン指 生徒Nへ の支援 、
生徒Wへ の支援 生徒Sへ の支援

導に関するねらい

導入 ・日直 がは じま りの あい さっ をする. ・授業が始 まるこ とを意 識 させ る。

=歌 唱=

○今 月の歌 「フニ ク リ ・フニ ク ラ」 を歌 う.
・歌詞 を棒 でた どる。 ・歌詞が不明確な部分 ・歌詞が不明確な部分

〈元気な声で楽しく歌う〉
・部分的 に繰 り返 し歌 う。 について教 え る。 につ いて教 え る。

展開 or握 手でこんにちは」
・出席人数 を考 え させ る。 ・配 慮 のあ る特定 の集 団で 、教員 の ・組 めそ うな 友 だ ちの ・組みたい友だ ちに対 ・組めそ うな友だ ちを

生徒が自主的に2人 ずつのペアになり、手振 りをす ・ベアが うま く組め るよ うに支援す 支援を受けながら、友だちと楽 し こと を気 づか せ 、 声 して意思表示で きる 決めてか ら動くよう

る.1回 目綾 了後 、間奏 が流 れて いる間 に、ペ アを る.自 力移動が難 しい生徒のことも く活 動す る. をかけ るよ うに促 す. よ うに声かけ等によ に声 をか け る.

変え る.3回 行 う. 考 え させ る. り支援 す る。

〈友だちと一緒に、楽しい気持ちを身体表現する〉

O「 みんな大好き」 ら」
L

生徒を2グ ループに分けて,か け合いで歌わせる. ・元 気に歌唱 させ る。 ・簡単 なル ール に従 って友 だち と一 ・歌 う前 に どち らの パ ・歌 う前 に どち ら のパ

1回 目は 、全員で 山緒 に歌唱 練習.2回 目は、 グル ・「海」 とr空 」 を歌 う2グ ル ープ に 緒 に楽 し く活動 する。
一 トを歌 うの か を確 . 一 トを歌 うの か を確

一 プに分 かれて 歌 う. 分け歌唱 させ る.そ れぞれ のパー ト 認 させ る. 認 させ る。

〈歌 う部分に気をつけて元気に歌う〉 を大きな声で歌うように指示する。

orリ ズ ムあそび 」

①教員のリズム打ちをタンバリン等を使って模倣す
・教員が叩 いた後 に、生徒 が続けて 模

る。 リズム に 「ことば」 をつけて全員 でたた く. 倣をしてたたくように指示する.

② 教 員 がた た いた リズ ム を聞い て.「 ことば」 を イ
・教員が叩 いた リズムを聞 いてイ メー ・友だ ちの 前で 、 自分 でイ メー ジ し ・音数(文 字 数)が 同 ・音 数(文 字 数)が 同

メー ジする. ジ した 「こ とば」を挙 手 して答 える. た答 えを言 う. じ言葉を例示する. じ言 葉を例 示す る。

③生徒各自が順番に、「ことば」にリズムをつけて ・生徒が 叩いた後 に、全員 で模倣 を し ・自分で考えた リズムを友だちの前 ・挙手 で き な い場 合は ・例 題 を示 し、 や りや ・例 題 を 示 し 、や りや

友だちの前で発表する. て叩 けるよ う、注 意させ る で発表す る。 1ど んな言 葉 にす る」 す い 状況 をっ くる。 す い状況 をつ くる。

〈リズムをよく聞いて模倣する〉 と聞いてみ る.

〈友だちの前で、課題を表現する〉

まとめ ・授業 の感 想 を生徒 に聞 く. ・生徒 に授業の感想 を聞 いて みる.

・日直が おわ りのあ いさつ をす る。

[表3】 本時の評価

「おんが く」個別指導目標 評 価
●

生徒N ・教員か らの支援 を受けなが ら課 題を理解 し、様々な 表現 活動 を楽 しむ。

・友 だ ちと楽 しくか かわる。
、

・リズム遊び では、教員 の見本 を手がか りに、考 える ことがで き、最 初 に挙 手 をする ことが できた 。
・友 だち と組 む場面では,好 きな生徒の所へ 行き、 「～ちゃん 一緒 にや ろ う」 と言 う ことがで き楽 し くで きた。

生徒W ・意 欲的 に活動 し創造 的な表現 にも 自信 をもって挑戦す る。

・友 だち に積極的 にかかわ る。

・歌詞 をお おむね覚 え、友 だち をリー ドす るよ うに、 自信 を もって 歌 う ことが で きた。 リズム遊 びで は、解答

を考 え るのを悩みなが らも、意欲的 に楽 しめて いた。
・どうした らスムーズ に組 めるか を友 だちの ことを気遣 いな が ら、活 動す る様子 が見 られた 。

生徒S ・課 題 を理 解 し 自信 を も って 、 楽 し く表 現す る。

・友 だち と楽 しくか かわ る.

・リズム遊 びでは、 自分 で考えた リズ ム言葉 を、み んなの 前で発表 で きた 。

・友 だちか らの求め に応 じて、相手の所 まで行き、組 む ことが でき 、楽 しめた。



Vま とめ と今 後 の課 題

本研 究で は 、研 究 員 た ちが行 っ た様 々な指導 事例 を も とに、 コ ミュニ ケー シ ョンの段 階 に

っ いて 、各段 階 の児 童 ・生 徒 の実態や 、次 の段 階 に ステ ップ ア ップ させ るた め の指導 、工夫

を視 点 に ま とめ る こ とが で きた。 ま とめてい く中で 、大 き く5っ に分 類 され た コ ミュニ ケー

シ ョンの広 が りの 図(図1)が で き、 そ こか ら発 展 した形 で 、図2、 図3と い う指導 の検証

や次 の指導 内容 を決 めて い くのに効 果的 な図 が でき た。 図 を作 るこ とに よって 、 コ ミュニ ケ

ー シ ョンの発 達 を促 す た め には、児 童 ・生徒 の現 在 の段階 とめ ざす段 階 を しっか り意 識 して

指導 にあ た る こ とが大 切 で あ るこ とが改 め て確 認 で きた。 ま た、 コ ミュニ ケー シ ョンの意欲

と能力(ス キル)の 両側 面 に深 いかか わ りの あ る ことについ て も考 えを深 め るこ とが で きた。

障 害の 種別や 程 度 が異 な る様 々な事例 につ い て、同 じ視点 で ま とめ られ た こ とは評価 で き る。

3っ の 図 を見 てわ か る よ うに、 コ ミュニ ケー シ ョンの発 達 は、全 体 と して一 つ の流れ にな

ってお り、そ の流 れ の 中で、前 後 のね らい を見通 した指導 を行 うこ と、そ のた め の支援 、配

慮 を考 える こ とが 大切 で あ る。 例 えば 、1つ の事 例 に対 して 、様 々な段 階 の間 を行 きつ戻 り

つ 、 あ るい は同時 並行 して指 導 を行 うこ とや 、 よ り高い段 階 での コ ミュニ ケー シ ョンの成 立

を経 験 させ る こ とな どが 考 え られ る。 これ には 、双方 向性 を確 立 させ るた め に、 コ ミュニ ケ

ー シ ョン能 力 の不 足部 分 を大 人 が支援 した り
、 コ ミュ ニケー シ ョン しや す い場 面設 定 を した

りす る とい う、 「コ ミュニ ケー シ ョンの成 立 を補 う」見方 も必 要 とな るだ ろ う。

また 、一人 一 人 の実態 に応 じた コ ミュニケー シ ョンの課 題 を適切 に設 定 し、課題 にあ った

指 導 を行 うた めに は、集 団指 導 におい て も、個別 の ね らいや配 慮事 項 な どを明確 に示す 必 要

が あ る。 本研 究 にお ける 「おん が く」 の授 業研 究 では 、 自立活動 の指 導 内容 を、 教科 の授 業

にお け る指導 内容 の観 点 の1つ と して取 り入れ る ことに よ り、一 人一 人 の実態 に 即 した指 導

内容 を示 す こ とが で きた。 これ は 、心身 障害教 育 にお いて 、特 に必要 とされ る 「個性 を尊 重

す る教 育 」 につ なが るもの であ る。

コ ミュニ ケー シ ョンの指 導 は、児童 ・生徒 の生活 全般 にかか わ る もの で あ り、学校 の授 業

の 中だ けで 目標 を達成 す るこ どは難 しい。また、授 業 な どの学校 場 面で は で きてい るこ とが 、

家庭 や他 の場 面 にま で般 化 しに くい といっ た こ とも少 な くな い。 指導 内容 を定着 させ 、 日常

の 生活 の 中に根 付 くよ うにす るた めに は、児童 ・生徒 にか か わ る様 々 な人 々 との連携 が 大切

で あ る。 つ ま り、保 護 者 とは もち ろん の こ と、養護 学 校 にお いて は 自立 活動 の 時間 にお ける

指 導 の担 当者 、通級 指 導学 級 にお いて は在籍 学級 の担 任 、また 病院や 福祉 な どの専 門機 関 な

どとそ れ ぞれ 情報 を交 換 し合 い、課題 お よび指導 に っい ての 共通理 解 を持 つ ことで、 一層 の

指 導 の効果 が 期待 で き る もの と思 われ る。 その 共通理 解 のた め に も、本研 究 の よ うな 、課題

や 指導 内容 を客観 的 に整 理 、分 析す る研 究 は、今後 も引 き続 き行 って い くべ きであ ろ う。
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平 成 「3年 度 教 育研 究 員 名 簿

教科等名(教 育課題)(教 科 ・領域)(自 立活動)

Nα 地 区 学 校 名 氏名 備考 恥 地 区 学 校 名 氏名 備考

1 千代田 千 代 田 小 中居みち代 18 都 立 北 養 護 尼子 創一 ◎

2 江 東 南 砂 小 田中布佐子 ○ 19 都 立 村 山 養 護 米重留美子

3 目 黒 鷹 番 小 田中 真弓 20 都 立 町 田 養 護 片山 勝義

4 世田谷 駒 沢 小 今井 則子 21 都 立 八 王 子 東 養 護 向坂 仁史

5 板 橋 志 村 第 四 中 橋本 和生 ○ 22 都 立 多 摩 養 護 川辺 千春

6 北 滝 野 川 小 李 英子 23 都 立 高 島 養 護 角北 興司

7 練 馬 光 が 丘 第 三 小 大浦 重喜 24 都 立 矢 口 養 護 小野寺 肇

8 江戸川 本 一 色 小 鈴木 剛司 25 都 立 墨 田 養 護 赤津 公子

9 八王子 船 田 小 早船 智美 26 都 立 江 東 養 護 田中 信幸

10 武蔵野 桜 野 小 早崎由起子 27 都 立 中 野 養 護 飯嶋ちつる

11 清 瀬 清 瀬 小 二木 典子 28 都 立 足 立 養 護 上竹 睦

12 多 摩 東 落 合 小 大竹 裕子 29 都 立 清 瀬 養 護 岩瀬 昌保

13 都 立 葛 飾 盲 高橋 誠 30 都 立 葛 飾 養 護 高取理津子

14 都 立 八 王 子 盲 田尻 和枝 31 都 立 港 養 護 川 口 尚人

15 都 立 江 東 ろ う 山江 直子 ○ 32 都 立 石 神 井 養 護 山西 恭子

16 都 立 綾 瀬 ろ う 長谷川由貴江 33 都 立 南大沢学園養護 松村 英二 ◎

董7 都 立 小 平 養 護 鈴木 愛 34 都 立 あきる野学園養護 吉崎 武敏 ◎

(担 当) *教 育繰題

*教 科 ・領域

*自 立活動

(◎ 分科会世話人/○ 分科会副世話人)

東京都教職員研修センター統括指導主事 砥柄 敬三

東京都教職員研修センター指導主事 内藤 伸一

東京都教職員研修センター指導主事 山本まゆみ
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東京都教職員研修センター

所在地 東京都目黒区目黒1-1-14

電話番号03-5434-1976

印刷会社名 株式会社
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